
越前
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
展
開
敦
賀
鋳
物
師
地
区
の
小
型
石
造
物
考
　
　
　
　
古
川
元
也

．

「

7ΦO
Φ
＜
Φ
合
唱
∋
Φ
ヨ
o
↓
＝
o
穿
Φ
切
Φ
含
ヨ
m
o
主
N
Φ
コ

は
じ
め
に

0鋳物
師
地
区
の
小
型
石
造
物

②

敦賀
に
於
け
る
法
華
宗
の
展
開

おわ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
越前
敦
賀
の
鋳
物
師
地
区
に
は
多
く
の
板
碑
型
・
石
寵
型
墓
石
や
石
仏
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
こ
　
　
　
れ
ら
石
造
物
を
直
接
に
裏
付
け
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。

れ
ら
は
地
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
が
多
く
、
上
限
は
応
永
三
十
二
年
か
ら
下
限
は
弘
治
三
年
に
　
　
　
　
そ
こ
で
第
二
章
で
は
石
造
物
の
現
在
の
分
布
・
出
土
状
況
を
数
少
な
い
史
料
と
つ
き
合
わ
せ
る
こ

至
っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
石
造
物
の
悉
皆
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
、
第
一
章
で
詳
細
の
報
告
を
、
　
　
と
に
よ
り
、
中
世
後
期
に
お
け
る
都
市
敦
賀
の
法
華
信
仰
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
法
華
宗
内
部
の

第
二
章
で
こ
れ
ら
遺
物
存
在
の
歴
史
的
背
景
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
流
と
い
う
考
え
方
が
有
効
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
敦
賀
に
お
け
る
法
華

　第
一
章
で
は
鋳
物
師
石
造
物
の
詳
細
を
述
べ
る
。
石
造
物
の
特
徴
を
略
述
す
れ
ば
、
石
造
物
身
部
　
　
　
宗
寺
院
は
、
本
国
寺
門
流
（
六
条
門
流
）
と
妙
顕
寺
門
流
（
四
条
門
流
・
日
像
流
）
の
二
つ
の
門
流

に
五
輪
塔
や
笠
塔
婆
を
刻
み
、
し
ば
し
ば
そ
れ
が
双
塔
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
多
く
が
「
南
　
　
　
　
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
石
造
物
を
残
し
た
と
思
わ
れ
る
大
乗
寺
が
、
唯
一
本
国
寺
門
流
で
あ

無
妙
法
蓮
華
経
」
の
文
字
す
な
わ
ち
題
目
を
刻
む
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
法
華
の
特
徴
を
持
つ
石
造
物
　
　
　
　
る
点
に
着
目
し
た
。
現
在
墓
石
が
残
る
地
区
に
は
大
乗
寺
は
存
在
し
な
い
が
、
一
方
の
四
条
門
流
の

は
年
紀
を
記
す
も
の
も
多
く
、
こ
の
点
か
ら
編
年
を
作
成
す
る
と
、
笠
塔
婆
・
石
寵
型
・
板
碑
型
の
　
　
　
諸
寺
院
は
従
来
と
ほ
ぼ
同
じ
敦
賀
中
心
部
で
活
動
を
な
し
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
両
門
流
の
明
暗
と
大

順
に
な
り
、
約
一
三
〇
年
の
間
に
分
布
が
収
敏
す
る
。
加
え
て
、
題
目
を
刻
む
点
や
、
法
華
宗
に
特
　
　
　
　
乗
寺
跡
に
石
造
物
の
み
が
残
さ
れ
る
点
を
整
合
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
朝
倉
氏
に
よ
る
支
配
が

徴的
な
笠
塔
婆
が
多
く
含
ま
れ
る
点
に
着
目
す
れ
ば
、
中
世
後
期
の
法
華
信
仰
の
広
が
り
が
考
え
ら
　
　
　
終
焉
し
、
織
田
側
勢
力
が
敦
賀
に
入
部
し
た
際
の
城
下
整
備
と
寺
院
の
処
遇
が
重
要
な
役
割
を
果
た

れ
る
が
、
都
市
敦
賀
は
度
重
な
る
戦
禍
や
空
襲
に
よ
り
中
世
文
献
史
料
の
多
く
を
失
っ
て
お
り
、
こ
　
　
　
し
て
い
る
と
結
論
し
た
。

6
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は

じ
め
に

　

中
世
後
期
の
北
陸
は
、
朝
倉
氏
と
一
向
宗
が
対
峙
す
る
と
い
う
図
式
で
理
解
さ
れ

て

い

る
た
め
か
、
他
の
宗
教
勢
力
が
地
域
的
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
点
は
等
閑
視
さ

れ
て

き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
一
乗
谷
の
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘
調
査
地
か
ら
は
大
量
の

天
台
宗
真
盛
派
や
法
華
宗
の
信
仰
を
裏
付
け
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
事
実

を
整
合
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
越
前
に
お
け
る
各
宗
教
勢
力
の
在
り
よ
う
を
再

検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意

識
の

下
に
、
敦
賀
市
鋳
物
師
区
に
残
存
す
る
供
養
塔
と
し
て
の
小
型
石
造
物
を
悉
皆

的
に
調
査
し
た
結
果
を
報
告
す
る
と
共
に
、
敦
賀
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
広
が
り
に

論
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
敦
賀
は
政
治
上
の
領
域
で
こ
そ
越
前
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
期
を
通
じ
て

若
狭
小
浜
藩
の
所
轄
と
な
る
よ
う
に
若
狭
越
前
間
に
お
け
る
交
通
上
の
要
所
と
し
て

中
立
的
に
位
置
し
、
越
前
へ
の
入
り
口
と
い
う
位
置
付
け
を
持
つ
地
域
で
あ
っ
た
。

結
局
、
織
田
勢
に
よ
る
朝
倉
攻
め
に
際
し
て
は
、
越
前
国
中
へ
の
要
衝
で
あ
る
木
ノ

芽
峠
を
控
え
、
北
陸
制
圧
の
重
要
拠
点
で
あ
る
た
め
、
盛
ん
に
布
陣
・
築
城
が
行
わ

れ
、
朝
倉
滅
亡
以
降
は
頻
繁
に
郡
代
の
交
代
が
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
同
時
に
こ

う
し
た
地
域
は
、
地
方
的
展
開
を
目
指
す
宗
教
勢
力
に
と
っ
て
も
要
衝
の
地
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
注
意
す
べ
き
は
敦
賀
に
あ
っ
て
は
一
向
宗
の
影
が
薄
い
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
敦
賀
の
越
前
国
で
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
敦
賀
に
お
い
て
都
市
に
根
ざ
し
て
一
つ
の
勢
力
と
な
っ
て
い
た
の
が
法
華
宗

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
期
の
法
華
宗
は
日
蓮
門
弟
の
法
系
ご
と
に
「
門
流
」
と

呼
ぶ
派
閥
を
形
成
し
、
個
別
に
布
教
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
門
流
ご
と
の
布
教

の

実
態
と
併
せ
て
敦
賀
に
お
け
る
法
華
宗
寺
院
の
開
基
と
展
開
を
考
察
し
て
み
た
い
。

敦
賀
法
華
宗
各
寺
の
文
献
史
料
は
多
く
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
史
料
的
裏
付
に

欠
け
る
が
、
鋳
物
師
地
区
所
在
の
石
造
物
中
に
多
数
存
在
す
る
法
華
関
連
遺
物
の
残

存

と
分
布
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
期
の
法
華
信
仰
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
み

　
（
1
）

た
い
。
題
目
を
記
す
遺
物
の
存
在
は
そ
れ
自
体
が
法
華
宗
の
存
在
を
雄
弁
に
裏
付
け

て

お
り
、
敦
賀
に
お
け
る
法
華
信
仰
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
解
明

す
る
こ
と
は
、
北
陸
で
の
法
華
宗
の
展
開
を
考
え
る
上
で
必
要
な
作
業
で
あ
ろ
う
。

0
鋳
物
師
地
区
の
小
型
石
造
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
今

回
調
査
を
行
っ
た
福
井
県
敦
賀
市
鋳
物
師
の
集
落
は
、
市
街
地
西
部
を
流
れ
る

笙

ノ
川
の
西
岸
に
あ
り
、
空
襲
に
よ
る
戦
災
を
免
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
（
地
図
1
・

2
参
照
）
。
近
世
に
は
お
そ
ら
く
市
域
外
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

隣
に
は
永
建
寺
、
来
迎
寺
と
い
っ
た
寺
院
と
郡
内
の
墓
所
が
営
ま
れ
て
い
た
。
ま
た

そ
の
地
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
世
以
来
鋳
物
師
を
業
と
す
る
住
民
の
集
住

が
行
わ
れ
て
い
た
。
火
を
扱
う
鋳
物
師
の
集
落
が
市
域
の
周
辺
部
に
立
地
す
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
集
落
内
部
の
家
屋
の
立
地
も
ま
た
し
か
り
で
、
個
々
の
住

居

は
隣
接
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
こ
の
空
間
構
成
は
近
世
期
以
来
不
変
で
あ
る
（
地

　
　
　
　
　
（
4
）

図
3
・
4
参
照
）
。

　

こ
の
鋳
物
師
地
区
の
石
造
遺
物
の
保
存
状
態
は
極
め
て
良
好
で
、
敦
賀
に
お
け
る

小
型
石
造
物
の
成
立
を
考
え
る
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

鋳
物
師
地
区
の
石
造
物
を
含
む
敦
賀
の
石
造
物
に
つ
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

け
で
は
な
く
、
古
く
は
『
敦
賀
郡
誌
』
や
梅
原
末
治
氏
に
よ
る
言
及
が
あ
り
、
近
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

で

は
、
増
永
常
雄
氏
の
言
及
や
主
に
銘
を
持
つ
も
の
を
中
心
に
分
析
と
紹
介
を
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
池
田
錦
七
、
橋
詰
久
幸
氏
の
専
論
が
存
在
す
る
。
鋳
物
師
地
区
の
石
造
物
に
つ
い

て

は
、
水
藤
眞
・
黒
崎
文
夫
の
両
氏
に
よ
り
、
「
敦
賀
鋳
物
師
の
小
型
板
碑
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て

小
型
の

板
碑
に

つ
い
て

の
ほ

ぼ
悉
皆
的
な
拓
本
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
。
た
だ
し
こ

の
報
告
を
除
い
て
は
、
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
形
態
的
に
重
要
な
も
の
を
主
に

取
り
上
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
中
世
末
期
の
石
造
物
は
近
畿
地
方
や
西
日
本
に

あ
っ
て
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
も
な
く
、
石
造
美
術
的
に
白
眉
な
も
の
で
も
な
け
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地図2　「敦賀」（国土地理院、1977年）
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　三島二至ル
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地図3　江戸期の調査域住居構成

増凹‘々’」↑xムこ餌三

願

通
寺

　山
与〔コ

兵
偵

竹
中
茂
助

　良
只r1
五
郎

高谷
　‘’r郎

児1官公固一一

作震．叉荷場

観音苧
越本清

鱒原
左近治郎

西岡
　本家 調査地　　　　　源箪　　5畠郎 中野

芳男
＄　＝，
刈’1

阿、ト子 賢竹一llI

右
術
門

坂ln
蝕卜郎

山口

漬
畠

地図4　昭和52年春の調査域住居構成
（地図3・4は共に『鋳物師集落史』所収）

れ
ば

と
り
上
げ
ら
れ
ぬ
の
も
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
水
藤
・
黒
崎
両
氏
に
よ
る
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た

紹
介
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
本
稿
で
鋳
物
師
の
石
造
物
を
悉
皆
的
に
取

り
上
げ
た
の
は
、
①
近
年
、
近
隣
の
宅
地
開
発
に
よ
り
石
造
物
が
さ
ら
に
集
積
さ
れ
、

銘
文
が
確
認
で
き
る
個
体
数
が
増
え
た
こ
と
、
②
そ
の
上
で
、
該
当
地
区
の
石
造
遺

物

を
悉
皆
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
期
石
造
物
の
類
型
分
析
に
資
す
る
、
③
こ

れ

ら
石
造
物
は
、
特
に
指
定
文
化
財
と
し
て
保
護
を
受
け
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

自
然
環
境
に
よ
る
表
面
磨
滅
の
恐
れ
も
あ
り
、
現
状
で
の
記
録
が
不
可
欠
で
あ
る
、

な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
に

調
査
の
方
法
、
分
類
、
分
析
を
述
べ
て
み
た
い
。

1
　
調
査
の
方
法

　
調
査
は
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
十
月
二
十
四
日
よ
り
二
十
八
日
に
か
け
て
、
鋳

物
師
集
落
内
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
石
造
物
と
、
隣
接
す
る
願
通
寺
墓
地
の
関
連
石
造

物

を
対
象
に
行
っ
た
。
破
片
と
な
り
原
型
を
復
し
得
な
い
石
造
物
は
除
き
、
全
石
造

物
を
対
象
と
し
た
。
こ
れ
ら
石
造
物
は
、
近
年
集
積
合
祀
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現

状
で

は
固
定
さ
れ
て
安
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
配
列
に
は
意
味
を
持

た
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
調
査
区
域
の
右
端
に
あ
る
も
の
か
ら
か
ら
順
に
番
号
を
与
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え
法
量
等
を
計
測
し
た
。
法
量
は
石
造
物
の
縦
（
総
高
）
、
横
（
幅
）
、
厚
さ
（
奥
行
）

を
○
・
五
糎
刻
み
で
採
っ
た
。
こ
れ
に
形
態
的
特
徴
（
外
形
・
身
部
の
彫
刻
・
石
造

物
頂
部
の
形
状
等
）
と
銘
文
、
備
考
等
を
付
加
し
て
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
1
・
2
・

　
　
　
（
）
｛
1
）

3
で
あ
る
。
番
号
を
与
え
た
石
造
物
は
、
現
状
か
ら
鑑
み
て
個
体
を
特
定
す
る
指
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

に
乏
し
い
た
め
写
真
を
、
重
要
な
物
に
つ
い
て
は
拓
本
も
採
取
し
掲
載
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
た
。
先
行
研
究
と
の
異
同
は
参
考
と
し
て
示
し
個
々
に
は
示
さ
な
か
っ
た
。
今
回

の
調
査
で

は
、
幸
い
な
こ
と
に
先
行
研
究
で
調
査
さ
れ
た
す
べ
て
の
石
造
物
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
数
点
の
銘
を
持
つ
石
造
物
お
よ
び
七
〇
点
近
い
同
様
の

形
態
的
特
徴
を
持
つ
石
造
物
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
　
分
類

　
本
稿
で
は
以
下
の
基
準
に
よ
り
分
類
を
試
み
た
。
ま
ず
、
隣
接
す
る
調
査
域
で
あ

る
、
鋳
物
師
集
落
内
の
石
造
物
合
祀
場
所
と
願
通
寺
墓
地
を
分
け
た
。
そ
の
上
で
鋳

物
師
の
石
造
物
に
つ
い
て
は
、
主
に
板
碑
・
石
寵
類
（
石
造
り
の
堂
を
模
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

箱
型
の
身
部
を
含
む
）
と
石
仏
類
を
分
け
て
表
1
・
2
に
し
た
。
こ
れ
は
、
板
碑
・

石
寵
類
を
ま
と
め
て
安
置
し
、
そ
の
前
面
に
石
仏
を
配
置
す
る
と
い
う
現
状
の
合
祀

状
態
（
口
絵
鋳
物
師
石
造
物
群
参
照
）
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
願
通
寺
の
も
の

は

点
数
が
少
な
い
た
め
、
石
造
物
の
形
状
に
よ
り
区
分
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

鋳物師調査地全景

願通寺墓地（背後の竹林は鋳物師石造物群に隣接）

願通寺墓地
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表
1
　
鋳
物
師
石
造
物

陶

分

類

彫

刻

天
線

側
枠

上
部
形
状

総
高

幅

厚
さ

銘
　
　
　
文

備
　
　
　
考

参
　
　
　
考

1

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

2
8

邸

山

表
面
磨
滅

2

板
碑
型

五
輪
塔

丸
型

3
5

邸

1
1

梵
字
有
ヵ

表
面
磨
滅

3

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

邸

2
5

1
4

五
輪
に

基
壇
有

4

笠
塔
婆

題
目

○

4
1

踊

踊
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
沙
弥
尼
妙
心
霊
位
／
嘉
吉
戴
年
拾
月
廿
八
日

石
柱
の

み

水

田
1

5

笠
塔
婆

題
目

○

脳

1
6

1
5

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
悲
母
妙
従
ヵ
／
享
徳
四
年
三
月
六
日

石
柱
の
み

水

田
2

6

板
碑
型
ヵ

五
輪
塔

顕

1
8

1
3

上
部
欠

7

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

3
0

邸

1
4

底
部
裁
断

水

藤
8

8

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

獅

1
9

1
1

梵
字
有

底
部
に

蓮
台
刻
す

9

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
3

脳

1
3

10

板
碑
型

石
仏
双
像

山
型

5
3

拠

邸

11

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

4
1

脳

1
0

表
面
磨
滅

12

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
6

旧

1
0

口
沙

五
輪
に
文
字
刻
す

13

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
2

ぴ

1
2

梵
字
有
ヵ

額
部
突
起

14

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

丸
形

4
7

2
0

郎

15

板
碑
型

五

輪
塔
双
塔

丸
型

5
3

郡

ぴ

表
面
磨
滅

16

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

認

2
1

1
8

17

石
禽
型

笠
塔
婆

○

3
0

2
3

1
0

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
口
口
口
口
／
文
明
五
年
八
月
廿
三
日

箱
形
石
材
の
み

水
藤

5
2
、
『
郡
』
、
梅
原
3

18

板
碑
型

五
輪
塔

丸
形

2
4

2
1

9

下
部
欠

水
藤
5
4

19

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

3
3

2
6

山

梵
字
有

下
部
欠
・
二
条
線

水
藤
6
5

20

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

胡

2
6

1
0

水
藤
5
0

21

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

5
4

脳

晒

額
部
突
起

水
藤
4
8

22

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

○

山
型

6
0

四

1
5

23

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

3
5

旧

1
0

水
藤
5
6

24

石
寵
型

五
輪
双
塔

○

○

屋
根
型

据

田

1
5

梵
字
有

屋
根
一
体
・
下
部
欠

水
藤
6
2

25

板
碑
型

五
輪
塔

○

屋
根
型

3
5

1
9

山

下
部
欠

水
藤
5
5

26

板
碑
型

五
輪
墓
石
双
塔

○

○

山
型

3
3

2
5

隔

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
（
梵
字
）

下
部
欠

水
藤
53

27

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

5
2

額

1
7

水
藤
5
1

28

板
碑
型

五
輪
仏
像
双
塔

山
型

5
3

田

1
2

上
部
少
欠

水
藤
4
9

29

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

眠

2
3

口

水
藤
4
7

30

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

2
7

2
8

田

五
輪
離
れ

る
・
下
部
欠

水
藤
6
1

31

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

眠

2
2

1
0

枠
有
・
下
部
欠

水
藤
6
0

32

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型
力

螂

踊

邸

上
部
欠

水
藤
5
9
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33

板
碑
型
力

五
輪
双
塔

○

山
型
力

4
7

2
4

踊

上
部
欠

水
藤
5
8

34

板
碑
型

笠
塔
婆

○

○

山
型

隔

2
3

1
3

口
口
口
口
口
華
経

下
部
少
欠

水
藤
5
7

35

石
寵
型

笠
塔
婆
双
塔

○

邸

脳

ぽ

南
無
妙
法
蓮
華
／
南
無
妙
法
蓮
／
五
月
廿

下
部
欠
・
屋
根
欠

水
藤
4
1

36

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

丸
形

姫

脳

1
1

梵
字
有

額
部
突
起

水
藤
4
2

37

板
碑
型

笠
塔
婆
双
塔

○

○

丸
形

3
7

踊

晒

下
部
欠
・
表
面
磨
滅

水
藤
4
3

38

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

脳

邸

U

水
藤
4
4

39

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

5
1

2
3

旧

水
藤
4
5

40

石
命
型

五
輪
塔

○

屋
根
型

眠

氾

9

水
藤
4
6

41

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

6
2

別

1
7

下

部
欠
・
表
面
磨
滅
・
額
部
突
起

42

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

3
2

2
3

踊

五
輪
に

基
壇
有

水
藤
3
6

43

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
2

1
8

1
0

水
藤
37

44

板
碑
型

笠
塔
婆

○

山
型

4
0

耶

師

口
口
口
口
口
華
経

水
藤
38

45

笠
塔
婆

題
目

○

獅

1
4

日

南
無
妙
法
蓮
／
過
去
七
／
永
正
ヵ
二
四
月

石
柱

（下
部
欠
）
の
み

水
藤
1
9
、
池
田
7

46

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
7

2
2

邸

水
藤
3
9

47

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

5
3

眠

鵬

水
藤
4
0

48

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

○

山
型

4
0

2
1

邸

梵
字
有

底
部
裁
断

水
藤
2
7

49

板
碑
型

題
目

○

部

2
0

1
6

蓮
華
経
／
妙
浄
霊
／
天
文
三
年
八
月
四
日

表
l
M
5
3
の
下
部

水

藤
1
5
、
池
田
8

50

板
碑
型
ヵ

五
輪
双
塔

○

4
6

2
8

旧

上
部
欠

51

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

ω

脳

1
4

水
藤
1
4

52

石
寵
型
力

五
輪
塔

○

○

屋
根
型
力

4
9

鵬

1
2

水
藤
1
3

53

板
碑
型

題
目

○

○

山
型

恥

銘

1
6

南
無
妙
法

表
l
M
4
9
の
上
部

水
藤
2
1

54

石
寵
型

題
目

○

1
9

2
4

師

蓮
華
経
／
妙
金
／
善
祐

表
l
M
8
9
の
下
部

水
藤
2
0

55

板
碑
型
ヵ

五
輪
双
塔

○

2
5

踊

1
2

梵
字
有

上
部
欠
・
底
部
に
蓮
台
刻
す

水
藤
1
7

56

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

3
7

1
5

9

左
下
欠

57

板
碑
型
力

五
輪
塔

○

胡

肥

1
2

上
部
欠

58

板
碑
型

五
輪
塔
力

5
8

2
1

山

表
面
欠

59

一
石
五
輪
塔

2
8

1
3

1
3

（梵
字
）
／
口
興
ヵ
大
姉
／
延
徳
三
年
口
月
廿
三
日

火
水
地
輪
の
み

水
藤
3
2

60

石
禽
型
力

五
輪
双
塔

○

4
6

脳

1
4

屋
根
欠

水

藤
6

61

石
寵
型
力

笠
塔
婆
双
塔

○

刷

姫

回
南
無
妙
法
蓮
華
経
口
口
／
南
無
妙
法
蓮
華
経
口
口
／
文
明
十
六
年
／
二
月
廿
四
日
／
十
二
月
八
日

箱
形
石
材
の
み

水
藤田

5

62

石
禽
型
力

笠
塔
婆
双
塔

○

脳

3
3

ぽ

箱
形
石
材
の
み

水

藤
4

63

石
禽
型
力

天
蓋
題
目

○

4
5

3
1

1
3

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
隆
純
覚
位
天
文
九
年
三
月
廿
九
日
／
妙
純
霊
逆
修

箱
形
石
材
の
み

水

田
9

64

石
寵
型
力

五
輪
双
塔

○

4
0

獅

田
圓
心
禅
門
／
（
梵
字
）
／
追
善
之
作
／
口
道
ヵ
禅
尼
／
（
梵
字
）
／
延
徳
四
ヵ
五
十
三
日

箱
形
石
材
の
み

水
藤
11

65

石
禽
型

名
号

○

屋
根
型

3
9

別

旧

南
無
阿
弥
陀
仏
／
弘
治
三
年
二
月
廿
四
日

屋
根
同
材

水
藤
1
2

66

笠
塔
婆

題
目

○

4
2

1
6

1
6

南
無
妙
法
蓮
華
経

石
柱

（上
部
欠
）
の
み

水

藤
3
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M
分

類

彫

刻

天
線

側
枠

上
部
形
状

総
高

幅

厚
さ

銘
　
　
　
文

備
　
　
　
考

参
　
　
　
考

67

笠
塔
婆

題
目

○

田

旧

旧
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
口
口
口
霊
逝
去
春
秋
／
干
時
応
永
三
十
二
年
三
月
二
日

石
柱
の

み

水

藤
5

68

石
禽
型

五
輪
宝

塔

○

屋
根
型
ヵ

4
3

獅

日

南
無
阿
弥
陀
仏
／
口
口
（
梵
字
）
弘
阿
／
延
徳
元
口
月
廿
四
口
／
（
梵
字
）
預
修
延
徳
口
口

屋
根
別
材
・
箱
形
石
材
の
み

水
藤
1
0
、
池
田
6
ヵ
、
橋
詰
5
2

69

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

4
1

田

踊

表
面
磨
滅

水

藤
9

70

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

獅

田

晒

底
部
裁
断

71

石
寵
型

題
目

○

屋
根
型
ヵ

4
7

3
4

1
1

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
妙
蓮
聖
霊
／
浄
蓮
逆
修

箱
形
石
材
の
み

水

藤
7

72

板
碑
型
力

五
輪
塔

○

山
型
力

踊

脳

9

上
部
・
下
部
欠

73

笠
塔
婆
ヵ

題
目

○

1
4

1
3

1
8

蓮
華
経
／
二
月
廿
七

上
部
・
下
部
欠

74

板
碑
型

五
輪
塔
ヵ

○

山
型

2
3

1
5

1
0

下
半
分
欠

75

板
碑
型
ヵ

石
仏

○

2
3

1
7

1
0

上
部
・
下
部
欠

76

板
碑
型
ヵ

○

山
型
力

鈎

1
4

1
1

天
文
九
六

月
／
忠
ヵ
口

表
面
欠
・
左
半
分
欠

77

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

2
7

2
0

9

下
部
欠
・
五
輪
に
基
壇
有

78

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

3
8

郎

旧

79

石
寵
型

五
輪
双
塔

○

2
9

肥

踊

梵
字
有

屋
根
別
材
ヵ
・
箱
形
石
材
の
み

80

石
禽
型
力

多
宝
塔
力

○

2
5

3
1

1
2

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
口
釈
牟
尼
如
来
／
妙
道

上
部
・
下
部
欠
・
彫
刻
特
異

81

板
碑
型

題
目

○

○

山
型

脳

2
6

1
0

南
無
口
法
口
華
経
／
文
亀
二
／
十
二
月
廿
四

下
部
欠

水
藤
2
8

82

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

2
4

田

1
2

下
部
欠

83

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

2
3

1
7

日

下

84

板
碑
型

五
輪
塔

○

丸
形

2
4

1
9

1
1

下
部
欠

85

石
禽
型
力

五
輪
双
塔

○

2
4

2
2

踊

上
部
欠
・
下
部
欠

86

板
碑
型
ヵ

五
輪
塔
力

○

2
6

1
9

1
3

上
部
欠

87

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
7

顕

1
2

右
下
欠

88

板
碑
型

笠
塔
婆

山
型

別

鵬

鵬

南
無
妙
法
蓮
華
経

下
部
欠

水
藤
2
2

89

石
禽
型

天
蓋
題
目

○

2
3

2
4

田

南
無
妙
法

表
l
M
5
4
の
上
部

水
藤
2
5

90

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

田

耶

1
3

91

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

田

2
1

9

下
部
欠

92

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

脳

脳

1
2

下
部
欠

93

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

4
1

2
0

踊

表
面
磨
滅

94

板
碑
型

五
輪
塔

山
型
力

氾

邸

1
0

下
部
欠

95

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

3
0

2
3

伽

梵
字
有
力

下
部
欠
・
枠
は
丸
み
あ
り

96

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

3
5

1
5

1
1

97

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
0

1
8

1
0

上
部
少
欠

98

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

鵬

脳

1
2

上
部
少
欠

水
藤
1
6

99

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

4
2

2
2

9

表
面
磨
滅

㎜

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

媚

2
0

1
2

表
面
磨
滅
・
上
部
少
欠

68
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皿

板
碑
型
ヵ

五
輪
双
塔

○

2
9

2
1

1
5

上

部
欠
・
五
輪
特
異

水
藤
1
8

脱

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

2
7

2
3

1
1

梵
字
有

枠
は
丸
み
あ
り
・
額
部
は
突
起
す
る

鵬

板
碑
型

笠
塔
婆

○

山
型

2
8

2
1

1
3

題
目
有
ヵ

表
面
磨
滅
・
下
部
欠

姐

板
碑
型

五
輪
双
塔

3
0

劔

脳

上
部
欠

肪

石
禽
型

笠
塔
婆
双
塔

○

2
7

額

隔

箱
形
石
材
（
下
部
欠
）
の
み
願
通
寺
恥
3
の
上
半
分

水
藤
2
4

鵬

石
禽
型
力

笠
塔
婆

○

顕

脳

1
4

口
口
／
口
口
月
十
七
日
／
口
口
口

表
面
磨
滅
・
上
部
欠
・
蓮
台
刻
す

水
藤
2
3

伽

石
禽
型

五
輪
塔

○

屋
根
型

旧

2
1

1
5

梵
字
有

底
部
裁
断

水
藤
2
9

珊

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

3
8

3
0

悶

左
下
欠
・
五
輪
離
れ
る

㎜

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

晶

1
8

1
5

表
面
磨
滅
・
上
部
少
欠

仰

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

ぴ

踊

晒

表
面
磨
滅
・
上
部
少
欠

m
板
碑
型

五
輪
双
塔

○

山
型

顕

2
1

1
6

表
面
磨
滅

皿

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

6
0

2
6

1
1

表
面
磨
滅

鵬

板
碑
型

五
輪
塔

脳

1
8

郎

表
面
磨
滅
・
上
部
欠
・
五
輪
に
基
壇
有
　
額
部
突
起

川

石
寵
型
力

五
輪
塔

屋
根
型
ヵ

1
7

1
8

踊

表
面
磨
滅
・
下
部
欠

旧

板
碑
型

五
輪
塔

○

2
6

獅

1
0

上
部
欠

m
石
禽
型
力

題
目

○

3
5

鄭

踊
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
妙
信
五
月
六
日
／
清
妙
三
月
廿
四
日

箱
形
石
材
（
近
世
ヵ
）
の
み

水
藤
2
6

田

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

一

一

　

表
面
磨
滅
・
上
部
欠

旧

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

氾

田

山

梵
字
有

将
棋
駒
型
・
底
部
裁
断

㎜

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

2
6

貼

晒

下
部
欠

伽

板
碑
型

五
輪
塔

○

1
9

m
8

上
部
欠
・
下
部
欠

田

板
碑
型

五
輪
塔

山
型
ヵ

2
8

1
5

鵬

上
部
欠
・
下
部
欠

㎜

石
禽
型
力

五
輪
塔

○

2
7

鵬

1
1

梵
字
有

上
部
欠
・
下
部
欠

閃

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

2
7

1
9

1
0

左

側
面
欠
・
下
部
欠

盟

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

2
5

1
9

1
3

下
部
欠

慨

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

蹴

1
5

9

表
面
磨
滅

田

板
碑
型

五
輪
塔

山
型
力

2
7

1
9

9

上
部
欠
・
下
部
欠

田

板
碑
型

五
輪
塔

山
型
力

3
5

ぽ

1
0

上
部
欠
・
下
部
欠

撚

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
9

1
9

1
5

右
側
面
欠

鵬

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

2
6

2
1

9

下
部
欠

㎜

一
石
五
輪
塔

4
2

踊

踊

火
水
地
輪
の
み

水
藤
3
0

m
一
石
五
輪
塔

顕

1
4

1
4

火
水
地
輪
の

み

水
藤
3
1

69



表
2
　
鋳
物
師
石
造
物
（
石
仏
）

M
分

類

材
質

形
　
　
状

総
高

像
高

幅

厚
さ

備
　
　
考

参
考

M
分

類

材
質

形
　
　
状

総
高

像
高

幅

厚
さ

備
　
　
考

参
考

1

石
仏

花
固
岩
皿

山
型
廟
・
枠
付

3
9

1
7

脳

師

下
部
欠

32

石
仏

花
嵐
岩
皿

4
3

1
8

脳

1
5

上
部
欠

2

石
仏

花
嵐
岩
皿

廟
付

3
7

1
2

1
7

1
1

33

石
仏

花

揃
岩
1

4
1

2
6

邸

1
3

3

石
仏

花

闘
岩
1

姫

脳

2
5

1
2

34

石
仏

花

闘
岩
1

胡

2
5

2
6

1
1

4

石
仏

花

圃
岩
1

4
3

2
9

脳

1
6

35

石
仏

花

圃
岩
1

4
9

2
8

2
5

1
4

5

石
仏

花
聞
岩
1

領

邸

1
7

踊

36

石
仏

花

闘
岩
1

3
7

2
2

2
2

ぴ

6

石
仏

花
岡
岩
1

箱
型

邸

邸

2
6

1
4

下
部
欠

37

石
仏

花
樹
岩
皿

山
型
廟
付
ヵ

5
0

1
7

2
0

1
2

上
部
欠

7

石
仏

花
岡
岩
皿

4
2

1
5

踊

9

38

石
仏

花
闘
岩
1

姫

脳

2
5

1
1

8

石
仏

花
聞
岩
1

4
1

邸

2
3

1
1

39

石
仏

花
闇
岩
1

4
3

邸

2
2

1
1

9

石
仏

花

岡
岩
1

脳

3
0

2
6

踊

40

石
仏

花
凹
岡
岩
1

4
7

脳

3
5

1
7

10

石
仏

花
閥
岩
皿

山
型

5
1

2
6

2
5

1
1

41

石
仏

花

岡
岩
1

3
7

獅

2
2

1
3

11

石
仏

花

聞
岩
H

3
4

1
8

踊

1
1

上
部
欠

42

石
仏

花

岡
岩
1

4
2

2
6

2
5

1
4

12

石
仏
立
像

花

聞
岩
1

4
3

隔

2
3

1
1

下
部
欠

43

石
仏

花

揃
岩
1

3
9

2
5

2
4

1
2

13

石
仏

花

岡
岩
H

獅

1
4

2
6

1
6

下
部
欠

44

石
仏

花

嵐
岩
1

4
3

獅

2
4

1
4

14

石
仏
双
像

花
筒
岩
皿

山
型
廟
付
ヵ

4
5

1
4

2
6

邸

上
部
欠

45

石
仏

花

闘
岩
1

眠

鈎

3
0

1
3

15

石
仏

花
固
岩
皿

山
型
廟
付

5
0

旧

田

ぴ

下
部
欠

46

石
仏

花
圃
岩
皿

箱
型

額

2
2

邸

1
0

下
部
欠

水
藤
3
5

16

石
仏

花

岡
岩
H

山
型
廟
付

2
9

1
9

2
3

鵬

下
部
欠

47

石
仏

花

嵐
岩
1

4
0

2
3

脳

田

17

石
仏

花
闘
岩
皿

3
8

耶

脳

1
0

48

石
仏

花

岡
岩
1

脳

2
6

2
5

邸

18

石
仏

花

嵐
岩
1

3
6

2
3

邸

1
4

49

石
仏

花

閥
岩
1

箱
型

4
1

1
6

脳

踊

19

石
仏

花

嵐
岩
1

脳

2
0

2
5

1
3

50

石
仏

花

尚
岩
1

眠

旧

2
2

踊

20

石
仏

花

闘
岩
H

箱
型

4
5

1
7

別

1
1

51

石
仏

花
闘
岩
皿

丸
型
廟
付

M

1
2

隔

1
2

水
藤
3
3

21

石
仏

花

筒
岩
1

獅

時

2
4

1
5

52

石
仏

花

商
岩
1

3
9

邸

2
4

踊

上
部
欠

22

石
仏

花
聞
岩
皿

山
型
廟
付

鵬

隔

田

1
4

53

石
仏

花

商
岩
1

3
9

1
7

獅

1
5

表
面
磨
滅

23

石
仏

花
岡
岩
皿

山
型
廟
付

3
2

1
4

2
1

1
3

54

石
仏

花

圃
岩
n

1
8

ぽ

1
8

1
1

上
部
欠
・
下
部
欠

24

石
仏

花
闘
岩
1

3
6

隔

2
4

1
2

上
部
欠

55

石
仏

花

樹
岩
1

3
3

2
3

脳

邸

首
よ
り
上
欠

25

石
仏

花

嵐
岩
1

顕

邸

邸

1
5

上
部
欠

56

石
仏

花

闘
岩
1

3
8

2
6

2
3

ぽ

26

石
仏

花

樹
岩
1

3
6

1
7

2
2

日

57

石
仏

花
閥
岩
1

3
9

脳

2
6

日

27

石
仏

花

嵐
岩
1

4
0

2
6

踊

踊

58

石
仏

花

岡
岩
1

4
6

脳

2
6

田

28

石
仏

花

闘
岩
1

3
9

2
6

別

1
5

59

石
仏

花

岡
岩
1

2
3

1
2

脳

1
0

首
よ
り
上
欠

29

石
仏

花

尚
岩
1

4
2

2
4

2
2

時

60

石
仏

花
岡
岩
皿

2
7

1
2

2
0

1
0

首
よ
り
上
欠

30

石
仏

花

闇
岩
1

5
2

3
0

脳

1
5

61

石
仏

花

向
岩
1

2
5

1
6

1
9

晒

首
よ
り
上
欠

31

石
仏

花

嵐
岩
H

山
型
廟
付

4
3

1
5

2
1

1
4

62

石
仏

花

圃
岩
1

2
9

獅

2
1

1
2

下
部
欠

70



M
分

類

材
質

形
　
　
状

総
高

像
高

幅

厚
さ

備
　
　
考

参
考

63

石
仏
双
像

花

岡
岩
n

山
型
廟
付
力

4
1

1
2

2
6

踊

上
部
欠

64

石
仏

花

固
岩
1

2
3

1
8

別

踊

下
部
欠

65

石
仏

花

岡
岩
1

山
型
廟
付

2
4

1
2

1
9

鵬

下
部
欠

66

石
仏

花

闘
岩
1

2
7

2
1

2
5

旧

下
部
欠

67

石
仏

花
揃
岩
皿

山
型
廟
付

別

1
5

眠

9

下
部
欠

68

石
仏

花
闘
岩
皿

枠
付

4
3

1
7

1
9

山

上
部
欠

69

石
仏

花
岡
岩
皿

山
型
廟
付

2
2

1
5

脳

1
4

下
部
欠

70

石
仏

花

岡
岩
1

2
1

ぽ

2
5

1
2

首
よ
り
上
欠

71

石
仏

花

闘
岩
1

山
型

2
3

賠

2
5

1
5

下
部
欠

72

石
仏

花
聞
岩
n

3
1

1
5

2
1

1
2

首
よ
り
上
欠

73

石
仏

花
闘
岩
n

山
型

鈍

1
7

鵬

鵬

下
部
欠

水
藤
3
4

74

石
仏

花
闇
岩
皿

山
型

1
8

1
1

2
8

眠

下
部
欠

75

石
仏

花
凹
岡
岩
1

2
7

2

獅

踊

下
部
欠

76

石
仏

花

闇
岩
1

3
1

3
3

2
0

1
2

表
面
欠

77

石
仏

花

嵐
岩
1

3
6

2
8

2
2

1
8

下
部
欠

78

石
仏

花

闘
岩
1

山
型

4
0

2
5

2
2

踊

79

石
仏

花

闘
岩
1

3
0

旧

盟

踊

首
か
ら
上
欠

80

石
仏

花

闘
岩
1

邸

1
3

2
4

1
5

首
か
ら
上
欠

81

石
仏

花

闘
岩
1

4
2

脳

2
6

1
8

82

石
仏

花

樹
岩
1

山
型

4
7

眠

2
3

1
4

［越前における法華信仰の展開］……古川元也
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表

3
　
願
通
寺
石
造
物

陶

分

類

彫

刻

天
線

側
枠

上
部
形
状

総
高

幅

厚
さ

銘
　
　
　
文

備
　
　
　
考

参
　
　
　
考

1

笠
塔
婆

題
目

1
7

1
0

眠
南
無
日
蓮
大
菩
薩
／
南
無
妙
法
蓮
華
経
妙
悟
聖
霊
／
南
無
代
々
祖
師
等
／
文
明
十
五
年
二
月
二
日

石
柱
の
み

水

藤
G
2
、
池
田
4
、
橋
詰
4
4

2

石
禽
型

多
宝
塔

○

2
5

獅

1
2

多
宝
／
釈
迦
／
口
口
蓮
華
経
／
妙
圓
逆
修
／
口
口
蓮
華
経
／
妙
蓮
霊
／
天
文
廿
四
年
九
月
廿
四
日

箱
形
石
材
（
上
部
欠
）
の
み

水

藤
G
l
、
池
田
1
0
、
橋
詰
4
4

3

笠
塔
婆

題
目

1
6

1
0

旧

（M
1
参
照
）

（M
l
の
下
半
分
）

水

藤
G
2
、
池
田
4
、
橋
詰
4
4

4

石
禽
型
力

笠
塔
婆
双
塔

○

2
9

那

踊

（鋳
物
師
M
鵡
参
照
）

鋳
物
師
M
鵬
の
下
半
分

水
藤
2
4

5

板
碑
型

五
輪
塔

山
型

3
5

田

1
0

底
部
裁
断

6

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
0

1
9

1
0

底
部
裁
断

7

板
碑
型

五
輪
双
塔

山
型

3
7

邸

1
2

底
部
裁
断

8

石
禽
型

五
輪
塔

○

獅

旧

日

（梵
字
）
延
口
口
口
口
／
文
明
三
四
月
三
日

箱
形
石
材
の
み
・
屋
根
別
材

池

田
3

9

五
輪
塔

郡

1
7

踊

空
風
火
輪
の
み

10

五
輪
塔

誕

師

2
3

空
風
火
輪
の
み

11

五
輪
塔

3
6

1
4

脳

空
風
火
輪
の
み

12

五
輪
塔

3
1

1
4

2
0

空
風
火
輪
の
み

13

板
碑
型

○

○

山
型

獅

2
6

旧

表
面
磨
滅
・
底
部
裁
断

14

石
仏

4
1

2
6

1
5

像
高
は
N
g
O

花

闘
岩
1

15

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
2

郡

1
1

額
部
は
突
起
す
る
・
底
部
裁
断

16

板
碑
型

五
輪
塔

○

○

山
型

2
2

1
9

踊

底
部
裁
断

17

石
仏

2
3

1
9

1
1

18

石
禽
型

五
輪
双
塔

○

脳

2
8

旧

梵
字
有

右
上
欠
・
左
下
欠

19

五
輪
塔

2
6

鵬

1
8

空
風
火
輪
の
み

20

五
輪
塔

2
8

踊

脳

空
風
火
輪
の
み

21

五
輪
塔

3
1

1
4

2
5

空
風
火
輪
の
み

22

五
輪
塔

誕

1
3

獅

空
風
火
輪
の
み

23

板
碑
型
力

石
仏

山
型

4
5

踊

1
6

像

高
は
N
8

花

岡
岩
1

24

板
碑
型

五
輪
双
塔

○

○

山
型

4
1

鵬

邸

底
部
裁
断

25

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
7

獅

踊

右
下
欠
・
底
部
裁
断

26

板
碑
型

五
輪
塔

○

山
型

3
9

2
1

1
1

底
部
裁
断

27

石
仏

3
5

2
7

1
1

底
部
裁
断
・
花
岡
岩
1

＊
法
量
は
、
お
お
よ
そ
の
寸
法
を
五
ミ
リ
単
位
で
計
測
し
た
。
石
材
の
最
大
寸
法
を
採
寸
し
た
。
材
に
よ
っ
て
は
先
行
研
究
所

載
の
寸
法
と
わ
ず
か
に
差
異
を
生
じ
て
い
る
。

＊
銘
文
は
、
現
在
で
は
判
読
不
可
能
に
な
っ
た
箇
所
を
前
掲
の
諸
研
究
で
補
っ
た
所
が
あ
る
。

＊
表
中
、
「
水
藤
」
と
あ
る
の
は
＝
乗
谷
史
学
』
（
別
冊
7
号
）
所
収
の
水
藤
論
文
を
、
『
郡
』
と
あ
る
の
は
『
敦
賀
郡
史
』
二

〇

七
二
ー
七
三
頁
）
を
、
「
梅
原
」
と
あ
る
の
は
『
考
古
學
雑
誌
』
所
収
の
梅
原
論
文
（
四
四
頁
）
を
、
「
池
田
」
と
あ
る
の

は

『鋳
物
師
集
落
史
』
（
一
八
・
一
九
頁
）
を
、
「
橋
詰
」
と
あ
る
の
は
『
敦
賀
市
史
研
究
』
（
二
号
）
所
収
の
橋
詰
論
文
を
指

し
、
水
藤
・
梅
原
・
池
田
論
文
に
あ
っ
て
は
資
料
番
号
を
、
橋
詰
論
文
に
あ
っ
て
は
掲
載
頁
を
示
し
た
。

＊
花
尚
岩
1
は
白
み
を
帯
び
た
花
岡
岩
、
花
聞
岩
∬
は
黒
み
を
帯
び
た
花
尚
岩
で
あ
る
（
表
2
）
。
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個
々
の
石
造
物
は
完
全
な
状
態
で
遺
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
時
点
で
は
個

体
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
た
め
、
類
型
の
作
成
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
が
、

鋳
物
師
集
落
内
の
石
造
物
の
形
態
に
基
づ
い
て
暫
定
的
に
「
指
標
石
造
物
（
イ
～
ケ
）
」

に

示

し
た
よ
う
に
類
型
化
を
図
っ
て
み
た
。
こ
の
類
型
は
前
述
し
た
板
碑
・
石
寵
と

い

っ

た
外
形
上
の
区
分
に
優
先
し
て
、
石
造
物
身
部
に
刻
ま
れ
た
五
輪
塔
や
笠
塔
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

な
ど
の
彫
刻
で
類
型
化
を
試
み
た
。
同
一
類
型
内
で
は
、
石
材
が
一
石
（
純
粋
な
板

碑
型
）
か
ら
三
石
（
箱
型
）
へ
と
分
化
し
て
ゆ
く
差
異
に
応
じ
て
区
分
し
た
。
ま
た
、

個
体
数
が
少
な
い
と
き
に
は
特
異
な
も
の
を
除
き
細
分
類
化
し
な
か
っ
た
。
以
下
に

各
類
型
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
お
こ
な
い
、
併
せ
て
類
似
例
を
示
す
（
【
類
例
】
の

番
号
は
表
1
、
2
お
よ
び
後
掲
の
写
真
に
対
応
す
る
。
欠
損
あ
る
も
の
は
全
体
か
ら

適
宜
判
断
し
た
）
。

「
五
輪
塔
型
」
身
部
に
五
輪
塔
を
刻
す
も
の
。

イ
、
五
輪
単
塔
板
碑
型
（
条
線
な
し
）
。
上
部
は
山
型
で
条
線
を
刻
さ
な
い
も
の
。

　

【類
例
】
1
、
2
、
6
、
9
、
1
6
、
1
8
、
2
0
、
2
1
、
2
3
、
2
5
、
3
8
、
4
2
、
4
3
、
4
6
、

　
　
7
、
6
、
8
、
4
、
7
、
2
、
3
、
7
、
1
、
4
、
6
、
7
、
9
、
0
9
、
1
0
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
9
9
9
9
9
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
7
’

　
　
4
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
5

　
　
3
、
9
、
1
、
4
、
6
、
7

　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
り
乙
　
　
　
　
（
ソ
白
　
　
　
　
0
乙
　
　
　
　
0
乙
一

ロ
、
五
輪
単
塔
板
碑
型
（
条
線
あ
り
）
。
上
部
は
山
型
で
、
条
線
を
刻
す
も
の
。

　

【類
例
】
1
2
、
1
3
、
8
4
、
9
0
、
㎜
、
撚

ハ
、

五
輪
単
塔
板
碑
型
（
側
枠
あ
り
）
。
上
部
は
山
型
で
、
身
部
両
側
に
枠
を
生
じ

　
　
る
も
の
。

　

【類
例
】
1
1
、
3
1
、
3
2
、
3
3
、
3
9
、
5
7
、
7
2
、
8
6
、
氾
、
田
、
田
、
㎜
、
㎜
、
鵬
、

　
　
㎜

二
、

五
輪
単
塔
板
碑
型
（
側
枠
・
条
線
あ
り
）
。
上
部
は
山
型
で
、
側
枠
・
条
線
を

　
　
生
じ
る
も
の
。

　

【類
例
】
3
、
8
、
1
4
、
1
9
、
5
2
、
9
3
、
9
5
、
鵬

ホ
、
五
輪
単
塔
石
禽
型
（
底
部
あ
り
）
。
上
部
形
状
が
厚
み
を
持
ち
寄
棟
型
に
な
る
。

　
　
身
部
側
枠
を
有
す
る
。
底
部
は
整
形
し
な
い
。

　

【類
例
】
㎜
、
皿
、
匿

へ
、

五
輪
単
塔
石
禽
型
（
底
部
な
し
）
。
上
部
形
状
が
厚
み
を
も
ち
寄
棟
型
に
な
る
。

　
　
身
部
側
枠
は
有
す
る
。
底
部
は
裁
断
整
形
さ
れ
、
別
材
底
部
の
存
在
を
予
想
さ

　
　
せ
る
。

　

【類
例
】
4
0

ト
、
五
輪
双
塔
板
碑
型
（
条
線
な
し
）
。
イ
の
身
部
に
五
輪
塔
を
二
基
刻
す
も
の
。

　

【類
例
】
1
5
、
2
7
、
3
0
、
3
6
、
4
1
、
5
0
、
5
5
、
6
9
、
9
2
、
皿
、
皿
、
鵬

チ
、
五
輪
双
塔
板
碑
型
（
条
線
あ
り
）
。
ロ
の
身
部
に
五
輪
塔
を
二
基
刻
す
も
の
。

　

【類
例
】
7
、
2
2
、
2
9
、
4
8
、
5
1
、
7
0
、
7
8
、
9
8
、
冊
、
m

リ
、
五
輪
双
塔
石
寵
型
（
屋
根
同
材
）
。
上
部
が
寄
棟
型
に
な
る
も
の
。
身
部
側
枠

　
　
は
有
す
る
。

　

【類
例
】
2
4

ヌ
、
五
輪
双
塔
石
寵
型
（
屋
根
別
材
）
。
リ
の
屋
根
が
別
材
の
も
の
。
底
部
は
整
形

　
　
し
な
い
。

　

【類
例
】
6
0

ル
、
五
輪
双
塔
箱
型
。
屋
根
、
底
部
別
材
の
も
の
。

　

【類
例
】
6
4
、
7
9
、
8
5

ヲ
、
五
輪
石
仏
板
碑
型
。
五
輪
が
向
か
っ
て
左
、
石
仏
が
右
に
に
並
び
刻
さ
れ
る
。

　

【類
例
】
2
8

ワ
、
五
輪
墓
石
石
寵
型
。
五
輪
が
向
か
っ
て
左
、
墓
石
が
右
に
に
並
び
刻
さ
れ
る
。

　

【類
例
】
2
6

カ
、
五
輪
宝
薩
印
塔
箱
型
。
五
輪
が
向
か
っ
て
左
、
宝
箇
印
塔
が
右
に
に
並
び
刻
さ

　
　
れ

る
。
身
部
の
み
で
　
は
箱
型
墓
石
に
等
し
い
。

　

【類
例
】
6
8

「笠
塔
婆
型
」
身
部
に
笠
塔
婆
を
刻
す
も
の
。

ヨ
、
笠
塔
婆
単
塔
板
碑
型
。
上
部
は
山
型
。
条
線
有
る
も
の
あ
り
。
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【類
例
】
3
4
、
4
4
、
7
7
、
8
8
、
皿
、
㎜

タ
、
笠
塔
婆
単
塔
箱
型
。
屋
根
・
底
部
別
材
の
も
の
。
身
部
の
み
で
は
箱
型
墓
石
に

　
　
等
し
い
。

　

【類
例
】
1
7
、
（
参
考
‥
4
0
、
5
2
は
屋
根
一
体
）

レ
、
笠
塔
婆
双
塔
板
碑
型
。
ヨ
の
身
部
に
笠
塔
婆
を
二
基
刻
す
も
の
。

　

【類
例
】
3
7

ソ
、
笠
塔
婆
双
塔
箱
型
。
タ
の
身
部
に
笠
塔
婆
を
二
基
刻
す
も
の
。

　

【類
例
】
3
5
、
6
1
、
6
2
、
鵬

「そ
の
他
」

ツ
、
笠
塔
婆
身
部
。
現
状
で
は
笠
・
基
部
は
な
し
。

　

【類
例
】
4
、
5
、
4
5
、
6
6
、
6
7
、
7
3

ネ
、
念
仏
彫
刻
石
禽
型
。
南
無
阿
弥
陀
仏
を
身
部
に
刻
す
。
寄
棟
型
屋
根
・
基
部
一
体
。

　

【類
例
】
6
5

ナ
、
題
目
彫
刻
箱
型
。
法
華
題
目
を
身
部
に
刻
す
。

　

【類
例
】
4
9
、
5
3
、
5
4
、
6
3
、
7
1
、
7
6
、
8
1
、
8
9
、
m

ラ
、
多
宝
塔
単
塔
板
碑
型
。
身
部
に
多
宝
塔
を
刻
す
。
形
状
は
板
碑
型
と
考
え
得
る
。

　

【類
例
】
8
0

ム
、
石
仏
二
尊
板
碑
型
。
イ
の
身
部
に
石
仏
を
二
尊
顕
わ
す
。

　

【類
例
】
1
0
、
6
3

「
石
仏
」
大
半
が
ウ
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
代
表
例
の
み
を
示
す
。

ウ
、
石
仏
。
最
も
多
く
存
在
す
る
も
の
で
、
石
材
は
白
み
が
か
っ
た
花
嵐
岩
で
あ
る

　
　
（
表
2
で
は
花
闘
岩
1
と
す
る
も
の
）
。

　

【類
例
】
3
、
4
、
7
、
8
、
9
、
1
0
、
1
9
、
2
1
、
2
4
、
2
7
、
2
8
、
2
9
、
3
3
、
3
4
、

　

35
等

ヰ
、
石
仏
立
像
。

　

【類
例
】
1
2

ノ
、
石
仏
。
ウ
に
等
し
い
が
石
材
は
丸
石
で
、
身
部
を
削
り
だ
す
。

　

【類
例
】
3
1
、
5
ー

オ
、
石
仏
板
碑
型
。
上
部
は
山
型
。

　

【類
例
】
1
5
、
6
7
、
6
9
　
板
碑
7
5

ク
、
石
仏
板
碑
型
。
上
部
は
山
型
、
身
部
に
側
枠
あ
り
。

　

【
類
例
】
1
、
6
、
8

ヤ
、
石
仏
石
寵
型
。
上
部
は
寄
棟
型
。
身
部
に
側
枠
あ
り
。

　

【類
例
】
2
3

マ
、
石
仏
箱
型
。
上
部
別
材
。
側
枠
は
目
立
つ
。
底
部
を
残
す
。

　

【類
例
】
2
、
2
0
、
4
9
、
6
8

ケ
、
石
仏
箱
型
。
上
部
・
下
部
別
材
。
身
部
の
み
で
は
箱
型
墓
石
に
等
し
い
。

　

【類
例
】
6
、
3
7
、
4
6
、
5
4

　
　

3
　
分
析

　
a
　
鋳
物
師
地
区
石
造
物
の
特
徴

　
鋳
物
師
・
願
通
寺
に
分
布
す
る
石
造
物
の
形
態
的
特
徴
は
、
身
部
に
五
輪
塔
・
笠
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

婆
を
刻
む
と
い
う
点
に
あ
る
。
近
国
の
も
の
で
は
、
永
濱
宇
平
氏
が
丹
後
の
板
碑
を

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
な
か
に
「
板
碑
に
し
て
五
輪
を
孕
め
る
も
の
」
「
法
華
題
目
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

記
す
も
の
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
鋳
物
師
地
区
で
も
数
基
見
ら
れ
る
板
碑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

身
部
に
題
目
を
記
し
た
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
地
域
的
な
広
が
り
が
類
推
し
う
る
。

　
加
え
て
、
鋳
物
師
地
区
の
特
徴
と
す
べ
き
は
身
部
に
二
基
の
五
輪
や
笠
塔
婆
を
刻

し
て
い
る
も
の
が
多
い
点
で
あ
る
。
こ
の
右
の
よ
う
な
石
造
物
に
類
似
す
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
て
は
、
「
根
来
型
」
と
仮
称
さ
れ
た
板
碑
が
あ
る
。
天
岸
正
男
氏
は
こ
の
板
碑
の

特
徴
を
「
い
わ
ゆ
る
板
碑
と
最
も
異
な
る
部
分
は
上
部
の
切
り
込
み
が
な
く
東
北
地

方
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
形
式
に
近
く
、
全
体
の
形
が
ほ
ぼ
矩
形
で
巾
一
に
対
し
て
高

さ
が
約
二
五
位
の
比
を
示
し
小
型
で
碑
面
の
彫
刻
に
特
色
が
あ
り
、
い
ま
の
と
こ

ろ
高
さ
最
大
の
も
の
で
約
七
〇
・
○
、
巾
同
じ
く
五
〇
・
○
、
厚
一
〇
・
○
セ
ン
チ
位

の

も
の
で
石
質
は
地
域
的
な
関
係
で
全
部
砂
岩
」
と
し
て
い
る
。
特
色
あ
る
碑
面
の

74
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彫
刻
と
は
「
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
お
よ
び
地
蔵
立
像
の
三
種
類
を
同
種
、
異
種
に
組

み

合

わ
せ
、
必
ず
塔
型
を
い
れ
、
二
ま
た
は
三
種
つ
つ
刻
出
す
る
」
も
の
で
、
地
域

的
に
は
和
歌
山
県
那
賀
郡
の
根
来
寺
付
近
と
、
大
阪
府
泉
南
郡
東
鳥
取
町
付
近
に
主

に
存
在
し
て
い
る
と
す
る
。
鋳
物
師
地
区
の
石
造
物
は
石
質
が
花
圃
岩
で
あ
る
点
を

除
け
ば
ほ
ぼ
同
様
の
法
量
を
持
つ
。
「
根
来
型
」
の
時
代
分
布
が
、
天
文
二
十
二
年
か

ら
江
戸
初
期
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
敦
賀
鋳
物
師
の
石
造
物
は
そ
れ
に
先
行
し

て

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
天
岸
氏
の
分
類
で
は
石
造
物
の
外
型
に
主
眼
を
置
か
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ

う
し
た
細
分
類
よ
り
も
む
し
ろ
、
身
部
の
彫
刻
、
特
に
双
塔
が
描
か
れ
て
い
る
点
に

着
目
し
、
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
双
塔
の
彫
刻
は
、
す
で
に
服
部
清

五
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
男
女
二
人
ー
お
そ
ら
く
夫
婦
一
体
ー
の
供
養

　
　
　
　
　
（
2
1
）

塔
な
の
で
あ
る
。
初
期
の
作
例
で
は
鎌
倉
末
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
そ
の
一
般
化
し
た

も
の
が
こ
れ
ら
の
小
型
板
碑
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
分
類
の

項
で
示
し
た
と
お
り
、
身
部
に
五
輪
塔
を
刻
す
も
の
に
せ
よ
、
笠
塔
婆
を

刻
す
も
の
に
せ
よ
、
単
体
で
刻
す
場
合
と
双
体
で
刻
す
場
合
が
あ
る
。
ま
た
圧
倒
的

に
多
数
を
占
め
る
の
は
五
輪
塔
を
単
体
で
刻
す
板
碑
型
の
石
造
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら

石
造
物
に
は
銘
文
が
な
い
も
の
が
大
半
を
占
め
る
た
め
、
扱
い
が
困
難
だ
が
、
五
輪

の
彫
刻
形
式
に
よ
っ
て
石
工
に
よ
る
い
く
つ
か
の
細
分
類
は
可
能
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
H
、
3
1
、
4
2
、
7
7
、
旧
に
示
し
た
五
輪
塔
は
、
全
体
的
に
縦
長
の
均

整
を
保
ち
、
地
輪
の
下
に
基
壇
を
有
す
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
3
1
、
9
5
、
皿

は
身
部
側
枠
の
上
部
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
1
6
と
3
2
、
6
と
5
7
の
類
似
に
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

る
よ
う
に
五
輪
塔
に
も
扁
平
な
も
の
、
縦
長
な
も
の
な
ど
形
態
的
に
酷
似
し
た
も
の

が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
を
指
摘
し
て
み
て
も
、
石
工
の
具
体
像
は
浮
か
び
上
が
る

べ
く
も
な
く
、
分
類
と
し
て
の
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

b
　
題
目
を
も
つ
石
造
物
の
編
年

そ
こ
で
有
効
な
切
り
口
と
し
て
は
、

題
目
を
刻
む
石
造
物
と
そ
の
分
類
の
考
察
で

番
号
　
形
態

記
　
　
　
年
　
　
　
　
施
　
主
　
等

67
　
笠
塔
婆

応
永
三
十
二
年
三
月
二
日
口
口
霊

4
　
笠
塔
婆

嘉
吉
二
年
十
月
二
十
八
日
沙
彌
尼
妙
心

5
　
笠
塔
婆

享
徳
四
年
三
月
六
日
　
　
悲
母
妙
従

願
1
笠
塔
婆

文
明
十
五
年
二
月
二
日
　
　
妙
悟
／
聖
霊
代
々
祖
師
等

45
　
笠
塔
婆

永
正
ヵ
二
四

73

　
笠
塔
婆

二
月
二
十
七
（
前
後
欠
）

66
　
笠
塔
婆

17

　
石
禽
型

（笠
塔
婆
）
　
　
　
文
明
五
年
八
月
二
十
三
日

61

　
石
寵
型

（笠
塔
婆
双
塔
）
　
文
明
十
六
年
二
月
二
十
四
日
／
十
二
月
八
日

伽
　
石
寵
型

（笠
塔
婆
双
塔
）
　
永
正
十
四
年
十
月
十
二
日
妙
教
／
妙
道

願

2
石
寵
型

（多
宝
塔
）
　
　
　
天
文
二
＋
四
年
九
月
二
＋
四
日
妙
圓
逆
修
／
妙
蓮
霊

35
　
石
禽
型

（笠
塔
婆
双
塔
）
　
五
月
二
十
（
以
下
欠
）

80
　
石
寵
型

（多
宝
塔
）
　
　
　
妙
道
（
M
臨
の
妙
道
と
関
連
？
）

63
　
石
禽
型

（題
目
）
　
　
　
　
天
文
九
年
三
月
二
十
九
日
隆
純
覚
位
／
妙
純
霊
位

鵬
　
石
倉
型

（題
目
）
　
　
　
　
五
月
六
日
／
三
月
二
十
四
日
妙
信
／
清
妙

54
　
石
寵
型

（題

目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
金
／
善
祐

71

　
石
寵
型

（題
目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
蓮
聖
霊
／
浄
蓮
逆
修

88
　
板
碑
型

（笠
塔
婆
）

鵬
　
板
碑
型

（笠
塔
婆
）

34
　
板
碑
型

（笠
塔
婆
）

44
　
板
碑
型

（笠
塔
婆
）

26

　
板
碑
型

（五
輪
双
塔
）

81

　
板
碑
型

（題
目
）
　
　
　
　
文
亀
二
年
十
二
月
二
十
四
日

53
　
板
碑
型

（題
目
）
　
　
　
　
天
文
三
年
八
月
四
日
　
　
妙
浄
霊

〈参
考
〉

題
目
の
徴
証
を
得
ら
れ
な
い
も
の
の
記
年
を
有
す
る
も
の
。

59
　
一
石
五
輪

延
徳
三
年
口
月
二
十
三
日
口
興
大
姉

64
　
石
寵
型

（五
輪
双
塔
）
　
　
延
徳
四
年
ヵ
五
月
十
三
日
円
心
禅
門
／
口
道
禅
尼

68
　
石
禽
型

（五
輪
宝
薩
院
双
塔
）
延
徳
元
年
口
月
二
十
四
日
弘
阿

伽
　
石
寵
型

（笠
塔
婆
）
　
　
　
月
十
七
日
（
前
後
欠
）

願

8
石
寵
型

（五
輪
塔
）
　
　
　
文
明
三
年
四
月
三
日

65
　
石
寵
型

（六
字
名
号
）
　
　
弘
治
三
年
二
月
二
十
四
日

76
　
板
碑
型

天
文
九
年
六
月

75



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第77集　1999年3月

あ
る
。
全
石
造
物
の
内
、
記
年
を
含
め
て
比
較
的
銘
文
を
よ
く
残
す
の
は
題
目
を
記

し
た
法
華
宗
関
係
の
遺
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
形
式
ご
と
に
示
せ
ば
前
頁
表
の
よ
う
に

な
る
（
銘
文
の
題
目
が
判
読
し
う
る
も
の
を
表
1
・
3
か
ら
抽
出
し
た
。
「
願
」
と

あ
る
の
は
願
通
寺
墓
地
の
も
の
。
括
弧
内
は
身
部
彫
刻
で
あ
る
）
。

　
右
に
よ
れ
ば
鋳
物
師
地
区
法
華
宗
関
連
石
造
物
の
簡
単
な
編
年
が
作
成
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
応
永
三
十
二
年
三
月
二
日
を
上
限
と
し
て
早
く
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る

も
の
が
笠
塔
婆
で
あ
り
、
次
に
石
禽
の
身
部
に
笠
塔
婆
を
配
す
る
も
の
が
続
き
、
最

後
に
天
文
九
年
三
月
二
十
九
日
を
下
限
と
し
て
石
寵
の
身
部
に
題
目
を
記
す
も
の
が

続
く
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
板
碑
型
で
年
記
を
持
つ
も
の
は
少
数
で
あ
り
、
身
部
に

笠
塔
婆
か
、
題
目
を
刻
し
て
い
る
。
こ
の
板
碑
型
石
造
物
は
年
紀
を
持
た
な
い
た
め

編
年
に
組
み
込
む
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
石
寵
型
の
例
に
従
え
ば
、
身

部
に
笠
塔
婆
を
刻
す
も
の
か
ら
題
目
を
直
接
に
刻
す
も
の
へ
の
変
化
が
考
え
ら
れ
、

順
序
も
そ
れ
に
従
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
紀
年
銘
の
下
限
は
、
題
目
以
外
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
身
部
に

記
す
も
の
を
含
め
て
も
弘
治
三
年
二
月
二
十
四
日
で
あ
る
。
他
は
延
徳
・
文
明
・
天

文

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
題
目
を
持
つ
石
造
物
の
編
年
と
大
差
は
な
い
。
鋳
物
師
の

石
造
物
は
応
永
か
ら
弘
治
の
お
よ
そ
一
三
〇
年
間
に
分
布
が
収
ま
り
、
記
念
碑
的
意

味
合
い
を
持
つ
笠
塔
婆
を
除
け
ば
七
五
年
間
と
い
う
短
期
間
に
収
束
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
永
禄
年
間
に
な
る
以
前
に
こ
れ
ら
石
造
物
の
造
立
が
止
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
石
造
物
の
編
年
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
板
碑
型
、

石
寵
型

と
い
う
外
形
よ
り
も
、
身
部
に
彫
刻
さ
れ
る
石
塔
の
種
類
で
考
察
し
た
方
が
、

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
石
造
物
外
形
の
差
異
は
編
年
の
指
標
と
す
る
よ
り
は
、

同
時
代
に
お
け
る
多
様
性
と
考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
。

c
　
石
材

石
材
に
つ
い
て
は
、

鋳
物
師
地
区
の
石
造
物
は
お
お
よ
そ
三
種
類
の
石
材
で
構
成

さ
れ
て
い
る
（
口
絵
カ
ラ
ー
写
真
参
照
）
。
一
つ
は
一
般
の
花
闘
岩
で
あ
り
、
若
干

の
赤
み
を
帯
び
た
、
全
体
に
白
っ
ぽ
い
花
聞
岩
で
、
黒
い
粒
子
が
目
立
つ
も
の
で
あ

る
。
こ
の
石
は
水
に
濡
ら
し
て
も
色
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
を
生
じ
な
い
。
石
仏
・
五

輪
塔
の
多
く
が
こ
の
花
商
岩
で
造
立
さ
れ
て
い
る
。
表
2
で
は
こ
の
石
を
花
嵐
岩
1

と
し
た
。
第
二
は
花
嵐
岩
に
は
違
い
な
い
が
、
黒
色
が
勝
る
中
に
白
い
粒
子
が
目
立

つ
花
嵐
岩
で
あ
る
。
調
査
域
の
板
碑
の
多
く
は
こ
の
石
を
材
と
し
て
お
り
、
石
仏
の

中
に
も
こ
の
石
を
材
と
す
る
も
の
が
若
干
存
在
す
る
。
第
三
は
、
第
二
の
石
材
と
極

め

て

類
似
し
て
い
る
が
、
白
い
粒
子
が
目
立
た
な
い
点
で
区
別
を
要
す
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
明
ら
か
に
こ
の
材
を
用
い
て
い
る
石
造
物
は
若
干
で
あ
り
、
表
面
の

磨
滅
等
で
判
然
と
し
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
表
2
で
は
第
二
・
第
三
の
石
を
合
わ

せ
て

花
闘
岩
皿
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
石
仏
の
中
で
も
山
型
・
屋
根
型
の

頂
部
を
持
つ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
花
闘
岩
H
に
類
す
る
石
材
で
で
き
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
一
方
、
大
半
の
石
仏
と
笠
塔
婆
（
塔
身
の
み
現
存
）
は
花
闘
岩
1
で
作
成

さ
れ
て
い
る
。
笠
塔
婆
塔
身
に
は
古
い
年
紀
を
持
つ
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て

は
後
述
す
る
と
お
り
、
必
ず
し
も
造
立
年
月
日
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
古
い
石

材
で

あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
花
嵐
岩
H
は
板
碑
型
・
石
禽
型
の
大
半

を
造
る
石
材
で
あ
り
、
石
材
上
の
区
分
と
形
態
上
の
区
分
を
重
ね
併
せ
て
考
え
る
な

ら
ば
、
石
仏
と
い
う
よ
り
は
板
碑
・
石
禽
と
い
っ
た
石
塔
の
部
類
に
そ
の
造
立
趣
旨

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
敦
賀
に
於
け
る
法
華
宗
の
展
開

　
第
－
章
の
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敦
賀
市
鋳
物
師
地
区
に
は
相
当
数
の
題

目
が
記
さ
れ
た
石
造
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、
題
目
の
彫
刻
と
紀
年
銘
か
ら
判
断
し
て
、

あ
る
程
度
確
固
た
る
法
華
信
仰
が
当
該
地
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

ま
た
供
養
塔
で
あ
る
石
造
物
を
伴
う
以
上
、
敦
賀
中
心
部
ー
川
中
1
に
展
開
し
た
法

華
宗
寺
院
の
も
の
と
考
え
る
よ
り
は
鋳
物
師
地
区
に
根
ざ
し
た
も
の
と
す
る
方
が
妥
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当
で
あ
る
。
実
際
、
敦
賀
中
心
部
の
各
法
華
宗
寺
院
に
は
墓
石
を
伴
う
墓
所
が
付
属

し
て
お
り
、
応
永
の
年
紀
を
持
つ
笠
塔
婆
も
存
在
し
て
い
る
。
鋳
物
師
の
遺
物
は
鋳

物
師
の
法
華
遺
物
と
し
て
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
法
華
宗
寺
院
は
存
在

せ
ず
、
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
願
通
寺
が
鋳
物
師
地
区
の
信
仰
寺
院
と
し
て
存
在
し

圓
満
院
旧
跡
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
鋳
物
師
地
区
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
石
造

物
が
、
弘
治
年
間
の
も
の
を
下
限
と
し
て
近
世
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
点
も
ど
う
理

解
す
べ
き
な
の
か
。
以
下
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

1
　
中
世
の
川
西
地
域

　
現
在
鋳
物
師
が
立
地
し
て
い
る
、
笙
ノ
川
西
岸
の
中
世
に
お
け
る
様
相
は
如
何
な

る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
松
島
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
は
、
近
世
期
に

は
今
浜
村
・
鋳
物
師
村
・
松
中
村
・
来
迎
寺
村
の
四
ヵ
村
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

明
治
初
期
に
各
村
合
併
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
近
接
し
て

お
り
、
現
在
の
永
建
寺
の
西
側
に
松
中
村
、
そ
の
西
側
に
は
鋳
物
師
村
、
永
建
寺
の

南
に
来
迎
寺
村
が
存
在
す
る
。

　
中
世
以
来
敦
賀
の
中
心
部
は
、
笙
ノ
川
の
東
岸
で
あ
り
「
善
妙
寺
文
書
」
な
ど
に

見
ら
れ
る
小
路
名
も
ほ
ぼ
笙
ノ
川
と
児
屋
の
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
該
当
し
て
い
る
。

中
世
の
笙
ノ
川
は
河
道
が
一
定
せ
ず
、
自
然
堤
防
の
内
側
は
湿
潤
で
、
特
に
西
岸
の

地
域
は
居
住
に
適
さ
な
い
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
敦
賀
湾
の
西
端
に
は
名

刹
西
福
寺
が
位
置
し
て
お
り
、
気
比
宮
と
西
福
寺
を
つ
な
ぐ
形
で
物
資
の
往
来
は
存

在
し
た
で
あ
ろ
う
。
中
世
末
期
に
は
永
建
寺
等
の
成
立
徴
証
も
み
ら
れ
る
。

　
地
理
的
要
因
を
決
定
す
る
上
で
重
要
な
笙
ノ
川
の
河
道
は
中
世
を
通
じ
て
か
な
り

変
化

を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
判
然
と
は
し
な
い
。
こ
の
荒
れ
る
河
道
を
押
さ
え
込

む

形
で
敦
賀
湾
に
直
交
さ
せ
、
川
西
の
河
口
近
く
に
平
城
を
築
城
し
た
の
が
蜂
屋
頼

隆
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
蜂
屋
の
統
治
は
天
正
十
五
年
に
頼
隆
の
死
に
よ
っ
て

終
わ
り
、
こ
の
城
を
継
承
す
る
か
た
ち
で
、
天
正
十
五
年
に
敦
賀
に
入
部
、
掌
握
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

た
の
が
大
谷
吉
継
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
近
世
の
地
誌
『
敦
賀
志
』
に
よ
れ
ば
、
朝
倉
氏
の
滅
亡
と
そ
の
後
の
め
ま
ぐ
る
し
い

領
主
交
代
の
頃
と
相
前
後
し
て
、
替
地
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
松
中
村

で

は
、
「
も
と
此
村
ハ
松
原
の
内
堀
切
の
東
、
永
建
寺
の
西
に
在
し
故
松
中
村
と
云
（
中

略
）
文
禄
年
中
今
の
地
へ
移
さ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
し
、
来
迎
寺
村
は
「
天
正
の
頃
迄

ハ
百
姓
舟
余
家
有
し
と
云
、
い
か
成
事
に
て
絶
し
に
や
」
と
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
の

諸
村
で

は
、
櫛
川
村
が
「
此
松
原
元
亀
元
年
迄
ハ
、
気
比
宮
の
神
園
に
て
預
り
神
人

是

を
守
れ
り
」
と
し
て
お
り
、
元
亀
段
階
に
お
け
る
松
原
領
有
権
の
変
化
が
伺
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
元
亀
か
ら
文
禄
年
間
に
集
中
し
て
お
り
、
敦
賀
城
築
城
に
伴
う

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
も
と
出
村
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い

る
永
建
寺
は
「
文
禄
年
間
大
谷
氏
、
城
に
近
き
寺
院
町
屋
を
他
所
へ
移
さ
れ
し
と

き
、
今
濱
村
嶋
大
明
神
の
西
南
見
江
の
ほ
と
り
の
地
を
賜
り
て
、
慶
長
二
年
其
所
に

い

ま
の
如
く
」
寺
院
を
建
立
し
た
と
い
う
。
「
永
建
寺
文
書
」
に
は
「
慶
長
二
年
大
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

吉
継
禁
制
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
大
谷
氏
の
関
与
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
敦
賀
城
が
こ
の
地
に
構
え
ら
れ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
永
建
寺
は
「
永
建
禅
寺
常

住
諸
書
物
目
録
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
朝
倉
氏
に
よ
り
保
護
を
受
け
て
い
る
寺
院
で
あ

る
。
朝
倉
氏
の
滅
亡
を
期
に
入
部
し
た
武
藤
舜
秀
に
よ
り
寺
領
を
没
収
さ
れ
た
こ
と

も
併
せ
考
え
れ
ば
、
天
正
十
年
の
蜂
屋
頼
隆
の
代
官
支
配
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
天

正
三
年
に
武
藤
舜
秀
が
信
長
と
共
に
入
部
し
た
際
に
築
城
が
策
定
さ
れ
た
の
で
は
な

か

ろ
う
か
。
当
該
期
、
松
島
の
地
域
は
敦
賀
城
の
築
城
に
よ
り
、
大
規
模
な
改
編
を

受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
敦
賀
法
華
諸
寺
の
中
で
唯
一
川
西
に
存
在
し
た
大
乗

寺
で
あ
る
。
来
迎
寺
村
に
関
す
る
地
誌
の
記
事
に
は
「
此
寺
（
来
迎
寺
・
・
筆
者
註
）

内
西
南
の
方
に
裏
門
町
な
る
大
乗
寺
の
旧
趾
あ
り
、
此
寺
の
西
に
郡
中
の
葬
墓
処
あ

り
」
と
あ
り
、
旧
趾
と
し
な
が
ら
も
、
大
乗
寺
の
存
在
と
、
郡
中
の
墓
所
の
存
在
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
世
の
大
乗
寺
に
つ
い
て
は
、
敦
賀
に
伝
わ
る
史
料
が
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

無
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
石
造
遺
物
の
歴
史
的
位
置
付
け
を
難
し
く
し
て
い
る
。

　
か

ろ
う
じ
て
現
大
乗
寺
所
蔵
の
過
去
帳
か
ら
、
法
脈
を
辿
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
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る

（括
弧
内
は
寂
年
と
思
わ
れ
る
記
載
）
。

【大
乗
寺
歴
代
系
図
】

　

開
山
圓
乗
院
日
善
聖
人
（
応
永
二
十
年
）
1
二
代
大
善
院
B
顕
上
人
－
三
代
不
明

　－
四
代
泉
光
院
日
規
和
尚
（
明
応
二
年
）
1
五
代
大
通
院
日
儒
和
尚
ー
ー
六
代
陽

　

泉
院
日
頼
和
尚
（
天
正
元
年
）
1
七
代
英
泉
院
日
祐
和
尚
（
元
和
九
年
）
1
八
代
養

　

泉
院
日
詣
和
尚
（
寛
永
四
年
）
1
九
代
妙
勝
院
日
暁
聖
人
－
十
代
不
明
1
（
以

　

下
略
）

　

こ
の
系
図
か
ら
は
、
大
乗
寺
が
応
永
年
間
に
開
基
さ
れ
、
一
住
持
あ
た
り
三
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

以
上

と
い
う
長
い
在
職
期
間
を
経
て
、
住
持
職
が
相
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
法
脈
は
ど
の
程
度
史
料
的
裏
付
け
が
取
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
大
乗
寺
の
本
山
と
さ
れ
て
い
る
京
都
本
囲
寺
に
は
次
の
よ
う
な
授
与
書
の
あ
る

曼
茶
羅
本
尊
が
現
存
す
る
。

　
　
越
前
国
敦
賀
大
乗
寺
日
儒
授
与
之

　
　
明
応
九
年
鞭
九
月
十
五
日
奉
書
之

　

こ
の
本
尊
は
、
本
国
寺
の
日
了
が
記
し
た
も
の
で
、
明
応
九
年
に
大
乗
寺
日
儒
に

こ
れ
を
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
了
は
勧
行
院
日
了
（
一
四
五
〇
～
一
五
一
〇
）
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

本
国
寺
第
十
二
世
で
あ
る
、
。
こ
の
一
幅
の
本
尊
の
存
在
に
よ
り
、
明
応
九
年
の
時

点
で
敦
賀
に
大
乗
寺
が
存
在
し
、
本
国
寺
日
了
か
ら
曼
茶
羅
本
尊
の
授
与
を
受
け
た

日
儒
が
敦
賀
大
乗
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
と
い
え
る
。
現
在
こ
の
曼
茶
羅

本
尊
は
本
囲
寺
所
蔵
で
あ
る
が
、
本
山
貫
主
が
末
寺
住
持
に
授
与
し
た
本
尊
が
後
世

そ
の
由
緒
を
以
て
本
山
に
帰
納
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
伝
来
の
点
で
も

問
題
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
日
儒
住
持
の
記
事
が
裏
付
け
ら
れ
た
以
上
、
現
大
乗
寺

に

伝
わ
る
法
脈
系
図
の
史
料
的
価
値
も
相
応
に
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

2

敦
賀
法
華
宗
諸
寺
院
に
み
る
門
流
と
石
造
建
立

前
節
で
は
、
鋳
物
師
区
の
小
型
石
造
物
を
中
世
以
来
所
在
し
た
も
の
と
考
え
た
上

で
、
中
世
敦
賀
に
お
け
る
大
乗
寺
の
存
在
を
確
認
し
た
。
近
世
の
地
誌
が
示
す
よ
う

に
、
中
世
大
乗
寺
が
笙
ノ
川
西
岸
に
来
迎
寺
と
近
接
す
る
形
態
で
存
在
し
て
い
れ
ば

問
題
は
な
い
が
、
史
料
的
に
は
確
証
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
法
華
諸
門
流
の
地

域
展
開
と
い
う
視
点
か
ら
徴
証
を
得
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
敦
賀
に
お
け
る
法
華
宗
各
寺
院
の
存
在
を
示
す
徴
証
と
な
る
史
料
は
精
粗
あ
る
が
、

近
世
期
の
記
録
類
を
参
照
し
て
も
ほ
ぼ
そ
の
外
観
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
る
。
「
石
井

左
近
家
文
書
」
に
残
る
宝
暦
十
一
年
幕
府
巡
検
の
際
の
寺
数
書
き
上
げ
に
よ
れ
ば
、

近
世
中
期
に
敦
賀
町
内
に
存
在
し
た
法
華
宗
寺
院
は
、
本
勝
寺
（
一
一
）
、
本
妙
寺
（
一
〇
）
、

妙
顕
寺
（
八
）
、
大
乗
寺
、
長
遠
寺
、
円
隆
寺
（
妙
泉
山
、
妙
泉
寺
と
も
）
、
妙
因
寺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

東
林
寺
、
の
入
ヵ
寺
で
あ
る
（
括
弧
内
は
塔
頭
数
）
。
こ
の
う
ち
中
世
ま
で
遡
及
し
う

る
寺
院
に
は
、
本
勝
寺
末
寺
で
あ
る
妙
因
寺
と
東
林
寺
を
除
い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

寺
号
　
本
山

開
基
創
建
と
所
在
・
典
拠

本
勝
寺
（
本
能
寺
）

日
隆
　
応
永
三
十
三
（
一
四
二
六
）
年
。
も
と
気
比
社
真
言
宗
大
正

寺
社
僧
円
海
（
改
め
日
従
）
は
二
世
に
。
浜
嶋
寺
町
　
『
本

勝
寺
歴
譜
』

本
妙
寺
（
妙
蓮
寺
）

日
敬
　
天
寿
三
（
二
二
七
七
）
年
。
上
嶋
寺
町
、
も
と
法
泉
寺
町
。

妙
泉
寺
（
妙
蓮
寺
）

日
敬
　
天
寿
二
（
一
三
七
六
）
年
。
浦
底
　
『
敦
賀
志
』

妙
顕
寺
（
妙
顕
寺
）

日
像
　
鎌
倉
時
代
末
以
降
。
も
と
気
比
社
神
宮
寺
関
係
の
真
言
宗
寺

院
。
住
持
覚
円
は
二
世
に
。
御
所
辻
子
町
　
大
島
町
　
『
敦

賀
市
史
　
通
史
編
』
『
敦
賀
志
』

長
遠
寺
（
立
本
寺
）

日
楴
　
上
嶋
寺
町
『
敦
賀
志
」

　
大
乗
寺
を
除
く
こ
れ
ら
五
ヶ
寺
は
門
流
と
立
地
に
お
い
て
共
通
点
を
持
つ
。

点
を
大
乗
寺
の
そ
れ
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
の

　

a
　
日
像
門
流
と
笠
塔
婆
の
造
立

　
共
通
点
の
一
つ
は
こ
れ
ら
の
諸
寺
が
、
布
教
の
契
機
を
日
像
の
北
陸
布
教
に
求
め

て

い

る
点
で
あ
る
。
日
像
に
由
緒
を
も
つ
理
由
は
、
法
華
宗
諸
寺
の
住
持
法
系
系
図

を
参
照
す
れ
ば
よ
り
明
瞭
に
な
る
。
中
世
法
華
教
団
は
、
基
本
的
に
は
各
法
系
単
位

ご

と
に
個
別
の
布
教
、
地
域
的
展
開
を
行
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
門
流
諸
派
の
集
合
体
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か

ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
地
方
布
教
と
末
寺
の
開
基
に
あ
た
っ
て
は
当
然
こ
れ
ら
の

要
素
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
、
本
能
寺
、
妙
蓮
寺
、
妙
顕
寺
、
立
本
寺
の
各
寺
は

日
像
・
大
覚
・
朗
源
・
日
舞
の
法
系
ま
で
は
同
一
門
流
（
日
像
開
基
の
京
都
妙
顕
寺

の
立
地
か

ら
四
条
門
流
と
も
）
と
な
る
。
本
妙
寺
と
妙
泉
寺
の
開
基
日
敬
と
本
勝
寺

の

開
基
日
隆
が
北
陸
を
目
指
し
た
の
も
こ
の
た
め
で
、
と
も
に
先
師
日
像
の
足
跡
を

求
め
て
布
教
活
動
を
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
の
大
乗
寺
は
本
国
寺
流
（
本
国
寺
の
立
地
か
ら
六
条
門
流
と
も
）
、
日
印
・

日
静
・
日
伝
と
つ
な
が
る
門
流
で
、
京
都
に
本
山
を
構
え
た
法
華
宗
寺
院
と
は
い
っ

て

も
法
系
的
に
は
右
の
諸
寺
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
中
世
敦
賀
に
お
い
て
複
数
の
寺
院
を
展
開
し
て
い
た
日
像
の
門
流
が
、
応
永
年
間

に
日
像
布
教
を
手
掛
か
り
と
し
て
北
陸
に
教
線
を
拡
大
し
た
こ
と
は
、
末
寺
に
象
徴

的
に
建
て
ら
れ
る
笠
塔
婆
の
紀
年
銘
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
日
像
門
流
は
石
造
建
立

に
つ
い
て
共
通
の
姿
を
示
し
、
そ
の
典
型
例
を
敦
賀
に
み
れ
ば
、
本
勝
寺
の
「
応
永

三

四
年
正
月
二
八
日
　
円
珍
」
の
笠
塔
婆
と
、
「
応
仁
二
年
六
月
四
日
　
照
圓
」
の

笠
塔
婆
が
存
在
す
る
。
こ
の
石
塔
は
『
本
勝
寺
歴
譜
』
に
よ
り
文
献
的
に
も
裏
付
が

得

ら
れ
る
が
、
笠
塔
婆
と
い
う
塔
の
性
質
・
形
態
面
に
は
若
干
の
疑
問
が
残
り
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

世
造
立
の

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
但
し
そ
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
妥
当
な
も

の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
同
様
な
造
塔
例
を
同
じ
く
日
像
流
の
妙
覚
寺
笠
塔
婆
を
例
に
取
り
見
て
み
た
い
。

妙
覚
寺
は
京
都
上
京
に
あ
る
本
山
寺
院
で
、
そ
の
「
妙
覚
寺
の
三
塔
」
は
か
つ
て
川
勝
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

太
郎
氏
が
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
「
中
央
の
は
前
と
左
の

二
面
に

題
目
、
右
側
面
に
「
南
無
日
蓮
大
菩
薩
」
背
面
に
「
慮
永
十
七
年
賊
十
月
十
三
日
」

と
あ
る
。
向
つ
て
左
の
は
三
面
題
目
、
背
面
に
「
日
像
菩
薩
嫌
詠
肘
『
鉾
猶
声
月
」
と
あ
る
。

左
の
は

同
様
背
面
に
「
日
朗
菩
薩
臆
撤
寸
昨
二
施
主
妙
浄
と
あ
る
。
相
つ
い
で
建
立
さ
れ

た
も
の
で
、
日
蓮
、
日
朗
、
日
像
を
祀
る
塔
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に

笠
塔
場
の
場
合
に

は
師
の
事
績
を
顕
彰
せ
ん
が
た
め
に
、
後
世
に
造
立
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
、
本
勝
寺
の
笠
塔
婆
塔
身
と
同
様
に
記
年
当
時
の
も
の
と
い
う
確
証
は

　
　
（
3
3
）

な
い
が
、
布
教
到
達
点
に
お
け
る
記
念
碑
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

よ
う
な
笠
塔
婆
造
塔
を
伴
う
日
像
流
の
教
線
は
越
前
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

能
登
金
栄
山
妙
成
寺
の
開
山
に
結
実
し
て
い
る
。
妙
成
寺
は
日
像
を
開
山
に
も
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈎
）

北

陸
に
お
け
る
日
蓮
宗
布
教
の
拠
点
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
複
数
の
笠
塔
婆
遺
物
が
存

在
す
る
（
す
べ
て
花
闘
岩
系
の
堅
緻
な
石
材
で
あ
る
）
。
櫻
井
甚
一
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
石
造
物
は
、
第
二
祖
日
乗
（
百
十
も
し
く
は
百
十
四
歳
で
没
）
、
日
乗
の
伯
父
柴

原
将
監
法
光
の
供
養
塔
（
法
光
は
妙
成
寺
建
立
に
際
し
浄
資
を
与
え
た
人
物
）
、
妙

成
寺
第
五
祖
日
立
、
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
日
立
の
笠
塔
婆
に
つ
い
て
は
、
寂
年
が

正
長
二
（
一
四
二
九
）
年
八
月
十
五
日
で
あ
り
、
法
光
の
も
の
と
同
石
材
な
の
で
応
永

三
十
三
（
一
四
二
六
）
年
時
点
で
造
立
さ
れ
た
逆
修
塔
で
は
な
か
ろ
う
か
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
日
像
流
の
笠
塔
婆
造
立
に
は
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
歴
代
祖
師
の
供
養
塔
を
あ
る
時
期
に
有
力
檀
那
が
造
立
し
、
こ
の
有
力
檀
那
が
し

ば

し
ば
開
基
と
姻
戚
関
係
を
持
ち
、
寺
領
を
寄
進
す
る
な
ど
圧
倒
的
な
浄
資
の
援
助

を
行
う
点
で
あ
る
。
彼
の
檀
那
が
在
地
の
有
力
者
で
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
期
に
領

内
に
於
け
る
領
民
の
入
信
が
促
進
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
入
信
の
プ
ロ
セ
ス
は
法
華

宗
固
有
の
も
の
で
は
な
い
が
、
し
ば
し
ば
強
固
な
地
域
的
な
結
束
を
示
す
法
華
信
仰

に

あ
っ
て
は
有
効
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
の
大
乗
寺
で
は
、
笠
塔
婆
の
年
紀
に
「
応
永
三
十
二
年
」
と
あ
り
、
布
教
の
時
点

は
同
じ
く
応
永
期
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
開
山
と
さ
れ
る
日
善
聖
人
の
寂
年
は
応

永
二
十
年
で
一
致
せ
ず
、
続
く
数
代
の
寂
年
が
不
詳
の
た
め
大
乗
寺
歴
代
の
も
の
と
の

確
証
は
得
ら
れ
な
い
。
但
し
形
状
・
石
材
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
あ
る
時
点
で
の
一

括
し
て
の
造
立
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
筆
跡
に
よ
る
同
定
は
慎
ま
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
敢
え
て
言
え
ば
表
1
M
7
1
石
寵
型
板
碑
に
記
さ
れ
た
題
目
は
本
国
寺
流
（
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

了
、
日
遵
、
日
助
等
）
の
本
尊
曼
茶
羅
題
目
に
髭
の
角
度
や
長
さ
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。

b
　
寺
院
の
立
地

共
通
点
の
二
点
目
は
敦
賀
に
お
け
る
寺
院
の
立
地
で
あ
る
。

史
料
的
制
約
も
あ
っ
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【日
朗
門
流
を
中
心
と
し
た
法
系
系
図
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
隆
寺
）

日
興
（
本
門
宗
興
門
派
富
士
門
流
）

日
持
（
松
野
系
）

日
門
（
常
陸
妙
光
寺
）

日
頂
（
真
門
弘
法
寺
系
）

日
法
（
岡
宮
光
長
寺
）

日
向
（
身
延
系
藻
原
門
流
）

日
常
（
中
山
門
流
）

註

1
　
各
種
資
料
に
よ
り
作
成
し
た
。
若
干
の
省
略
部
分
が
あ
る
。

註

2
　
括
弧
内
は
開
山
寺
院
、
門
流
、
系
で
あ
る
。

て
、
開
山
当
初
の
状
態
ま
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
「
善
妙
寺
文
書
」
な
ど
に

よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
中
世
後
期
に
は
四
条
門
流
の
諸
寺
は
笙
ノ
川
と
児
屋
の
川
に

挟
ま
れ
た
敦
賀
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
。
大
谷
吉
継
の
施
策
に
よ
り
寺
院
の
整
理

と
移
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
敦
賀
中
心
部
と
い
う
点
で
は
移
動
の
前
後
に

変
わ
り
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
諸
寺
は
、
当
初
か
ら
敦
賀
町
内
部
と
密
接
に
関

連
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
本
勝
寺
と
妙
顕
寺
が
気
比
社
の
一
部
を
折
伏

に

よ
り
取
り
込
む
と
い
う
共
通
し
た
縁
起
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
両
者
と
も
檀

那
ー
ー
商
人
（
紺
屋
五
郎
右
衛
門
）
や
漁
師
1
を
媒
介
と
し
て
い
る
点
も
注
意
に

値
す
る
。
気
比
社
の
一
部
を
取
り
込
む
縁
起
は
法
華
宗
寺
院
の
開
基
に
際
し
て
気
比

社

と
の
関
わ
り
を
示
し
て
い
る
。
実
際
に
は
本
勝
寺
・
本
妙
寺
共
に
「
善
妙
寺
文
書
」

所
収
の

「寺
領
目
録
」
に
「
居
屋
敷
」
と
し
て
記
さ
れ
、
両
寺
は
善
妙
寺
に
対
し
て

春
秋
の
地
子
を
支
払
っ
て
い
る
。
善
妙
寺
自
体
も
気
比
社
神
宮
寺
中
の
釈
迦
寺
を
称

す
と
い
う
縁
起
を
持
つ
た
め
、
こ
れ
ら
諸
寺
は
気
比
社
門
前
の
町
内
に
寄
生
す
る
形

で
存
在
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
法
華
の
諸
寺
院
は
、
先
に
本
勝
寺
墓
地
の
石
造
の
例
を
示
し
た
よ
う
に
、

あ
る
程
度
の
規
模
の
墓
地
を
寺
域
に
付
属
さ
せ
て
い
る
。
近
世
以
降
笙
ノ
川
西
岸
が

郷
中
三
昧
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
示
し
た
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
ら
は
埋
め
墓
と
し
て

の
在
り
よ
う
で
あ
る
。
鋳
物
師
地
区
に
は
石
造
物
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
敦
賀
町

内
の
法
華
宗
諸
寺
院
に
よ
る
石
造
造
立
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

　
以
上

a
・
b
の
二
点
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
大
乗
寺
を
除
く
他
の
法
華
宗
各
寺
院

は
日
像
・
大
覚
・
朗
源
以
下
の
四
条
門
流
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
性
を
有
し
て
お
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り
、
そ
の
活
動
拠
点
は
敦
賀
町
内
部
に
密
着
し
て
お
り
、
川
西
に
位
置
し
て
い
た
本

国
寺
六
条
門
流
大
乗
寺
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

　
ゆ
え
に
、
法
華
信
仰
に
よ
り
題
目
を
刻
む
と
い
う
点
で
は
共
通
性
を
持
つ
可
能
性

は
あ
る
が
、
墓
所
と
し
て
の
位
置
付
け
は
敦
賀
中
心
部
（
川
中
）
に
存
在
し
た
諸
寺

の
墓
所
と
混
同
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

3
　
両
門
流
の
指
向
と
明
暗

　
敦
賀
に
お
い
て
法
華
関
連
の
石
造
物
が
集
中
的
に
残
存
し
て
い
る
中
世
後
期
、
特

に
天
文
以
降
の
法
華
宗
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
け
っ
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
な

か

っ

た
。
洛
中
で
は
天
文
法
華
の
乱
に
よ
り
各
本
山
は
大
打
撃
を
受
け
、
洛
中
追
放

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
帰
洛
が
勅
許
さ
れ
た
後
も
天
正
七
年
の
安
土
宗
論

に
お
い
て
再
び
宗
教
的
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
安
土
宗
論
は
信
長
側
の
法
華
宗
に
対
す
る
態
度
を
端
的
に
示
し
た
も
の
で
、
安
土

城
下

で
信
長
立
会
い
の
下
に
行
わ
れ
た
浄
土
宗
と
の
宗
論
は
、
当
初
か
ら
勝
敗
が
決

ま
っ
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
結
句
、
敗
者
法
華
宗
は
信
長
奉
行
衆
に
対
し
て
負

け
を
認
め
る
証
文
を
書
く
と
共
に
、
信
長
か
ら
は
教
蓮
社
聖
誉
（
西
光
寺
貞
安
）
に

対

し
て
勝
ち
の
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
法
華
宗
徒
は
直
後
か

ら
洛
中
等
諸
処
で
迫
害
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
浄
土
宗
の
末
寺
で
あ
る

敦
賀
西
福
寺
に
も
そ
の
両
案
文
が
即
刻
六
月
朔
B
に
し
た
た
め
ら
れ
送
致
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
添
え
た
貞
安
書
状
に
は
「
御
分
國
之
者
共
、
寺
坊
破
却
不
レ
知
二
其
数
一
、

門
札
已
下
被
二
停
止
一
畢
」
と
あ
り
、
敦
賀
末
寺
に
対
し
て
法
華
宗
寺
坊
の
破
却
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

檀
那
の
追
討
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
の
存
在
は
、

敦
賀
に
お
け
る
法
華
宗
徒
の
存
在
形
態
が
他
の
信
長
支
配
地
域
と
同
列
に
論
じ
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
素
地
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
、
を
示
し
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

朝
倉
滅
亡
後
の
天
正
三
年
に
入
部
を
果
た
し
た
領
主
は
織
田
方
の
武
藤
舜
秀
で
あ
り
、

法
華
宗
寺
院
に
対
し
て
同
様
の
姿
勢
で
臨
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
石
造
記
年
の
下
限
、
大
乗
寺
に
伝
わ
る
法
脈
系
図
、
現
在
鋳
物
師
に
存
在
す
る
浄

土
真
宗
願
通
寺
の
法
脈
系
図
、
近
世
の
地
誌
等
を
整
合
的
に
理
解
す
る
に
は
、
大
乗

寺
の
衰
退
を
信
長
の
入
部
に
併
せ
て
考
え
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
敢
え
て
言

え
ば
、
鋳
物
師
の
石
造
物
が
朝
倉
の
滅
亡
と
共
に
見
え
な
く
な
る
事
実
と
、
土
中
よ

り
現
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
朝
倉
氏
領
内
で
の
法
華
宗
諸
勢
力
の
存
在
と
織
田
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

に
よ
る
城
下
町
整
理
の
過
程
で
の
強
制
的
移
住
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
石
造
物
が
現
在
の
姿
に
合
祀
さ
れ
る
過
程
は
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
こ
れ
ら
石
造
物
は
出
土
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
っ
て
、
ゆ
え
に
銘
文
も
驚
く
ほ

ど
読
み
や
す
い
の
で
あ
る
。
梅
原
氏
が
昭
和
初
期
に
調
査
し
た
際
に
は
「
近
時
附
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

の
土

中
よ
り
登
掘
せ
る
墓
碑
小
像
等
多
く
存
在
せ
り
」
と
い
っ
た
さ
ま
で
あ
り
、
今

回
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
同
様
な
意
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。
当
該
地
域
は
近
世
期
に

は
、
来
迎
寺
や
永
建
寺
の
墓
域
と
し
て
郷
内
の
墓
地
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
鋳
物
師
の
石
造
物
群
が
供
養
塔
と
し
て
実
際
に
地
上
に
祀
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
風
化
す
る
こ
と
は
あ
り
得
て
も
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

い
。
ま
た
鋳
物
師
の
石
造
物
群
に
は
近
世
期
の
墓
石
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
ず
、
中
世
以

降
の
断
絶
が
在
る
こ
と
も
、
近
世
を
通
じ
て
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
傍
証

と
な
る
。

　

ま
た
こ
れ
ら
供
養
塔
が
鋳
物
師
地
区
の
法
華
信
仰
の
発
露
と
し
て
存
在
し
た
も
の

で

あ
れ
ば
、
大
乗
寺
の
転
退
は
あ
り
得
な
い
し
、
墓
石
の
放
置
も
生
じ
に
く
い
で
あ

ろ
う
。
大
乗
寺
と
題
目
を
持
つ
石
造
物
の
断
絶
は
領
主
に
よ
る
強
制
的
な
介
入
と
考

え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
大
谷
吉
継
は
敦
賀
町
内
の
改
編
を
行
っ
て

い

る
お
り
、
「
道
川
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
其
津
濱
之
町
立
替
二
付
而
、
川
舟
兵
三
郎

同
兵
太
郎
井
次
郎
兵
衛
両
三
人
屋
敷
三
カ
所
事
、
惣
な
ミ
ニ
家
等
き
れ
い
に
可
レ
作

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

之
由
申
候
間
」
と
あ
り
、
天
正
二
十
一
年
の
段
階
で
町
内
の
造
作
に
つ
い
て
指
示
を

与
え
て
い
る
。
こ
れ
と
機
を
一
に
し
て
城
下
再
編
の
過
程
で
大
乗
寺
を
敦
賀
中
心
部

の
南
側
に
法
華
宗
寺
院
街
を
形
成
す
べ
く
強
制
移
住
せ
し
め
た
と
考
え
た
い
。
築
城

の

際
に
、
砂
地
で
あ
る
川
西
に
散
在
し
て
い
た
墓
石
を
利
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

町
内
再
編
を
通
じ
て
、
敦
賀
中
心
部
に
所
在
し
た
他
の
法
華
宗
寺
院
は
大
き
く
移
動
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す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
川
西
の
諸
寺
院
は
寺
領
の
移
転
を
迫
ら
れ
、
こ
の
こ
と

が

日
像
流
の
法
華
宗
諸
寺
院
と
大
乗
寺
と
の
間
の
明
暗
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
大
乗
寺
は
こ
れ
を
機
に
衰
凋
し
た
。

　
敦
賀
城
は
、
元
和
二
年
の
一
国
一
城
制
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
、
川
西
は
無
主
の
地

と
な
っ
た
。
敦
賀
城
の
あ
っ
た
三
丸
は
「
大
谷
氏
の
城
内
な
り
し
を
廃
城
後
田
畠
と

な
し
、
且
農
民
住
事
と
な
り
ぬ
、
（
中
略
）
以
前
ハ
幸
若
氏
の
宅
地
成
し
か
時
々
妖

怪
出
る
を
以
て
寺
と
な
し
」
た
る
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
敦
賀
志
』
）
。
再
度
郷
内

の

三
昧
と
し
て
墓
域
化
が
な
さ
れ
る
の
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

よ
う
に
考
え
れ
ば
、
法
華
寺
院
が
地
域
内
に
な
い
鋳
物
師
地
区
に
お
い
て
、

題
目
を
記
す
石
造
遺
物
が
多
く
出
土
す
る
こ
と
に
理
由
を
与
え
う
る
。
鋳
物
師
近
隣

に
所
在
す
る
永
建
寺
の
一
角
に
も
や
は
り
同
様
の
小
型
石
造
物
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

永
建
寺
は
中
世
以
来
の
禅
宗
寺
院
で
あ
る
が
、
こ
の
石
造
物
群
中
に
も
題
目
を
記
す

も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
鋳
物
師
地
区
を
越
え
た
地
域
と
し
て
考
え
る
こ
と
の

有
効
性
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
乗
寺
が
入
部
し
た
織
田
側
の
領
主
に
よ
り
弾
圧
を
受
け
る
中
で
、

敦
賀
町
内
部
に
根
を
張
っ
た
日
像
流
の
諸
寺
院
は
ど
の
よ
う
に
存
在
し
得
て
い
る
の

で

あ
ろ
う
か
。
敦
賀
町
内
部
に
密
着
し
て
布
教
活
動
を
展
開
し
た
諸
寺
は
、
新
領
主

の

入
部
、
近
世
化
に
向
け
て
領
主
権
力
に
積
極
的
に
迎
合
す
る
こ
と
で
命
脈
を
保
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
本
勝
寺
歴
譜
』
は
江
戸
中
期
頃
に
成
立
し
た
寺
史
で
あ
り
、
記
事
に
は
注
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

要

す
る
が
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
中

世
末
期
朝
倉
氏
滅
亡
以
降
の
本
勝
寺
と
領
主
と
の
関
係
は
、
一
つ
の
儀
式
を
媒
介
と

し
て
い
た
。
初
見
は
、
織
田
信
長
に
よ
る
も
の
で
、
天
正
三
年
八
月
四
日
に
行
わ
れ

て

い

る
。
内
容
は
、
①
領
主
が
気
比
宮
祭
礼
一
覧
の
際
の
薄
茶
献
上
、
②
寺
内
で
の

饗
応
、
③
制
札
の
下
賜
と
い
う
手
続
き
を
と
る
。
同
様
に
、
蜂
屋
出
羽
守
（
天
正
十

五
年
八
月
四
日
）
、
大
谷
刑
部
少
輔
吉
継
（
文
禄
四
年
）
に
対
し
て
も
こ
の
手
続
き

が

と
ら
れ
る
。
但
し
慶
長
十
三
年
八
月
四
日
、
太
守
宰
相
公
（
忠
直
）
の
際
に
は
、

薄
茶
饗
応
の
手
続
き
ま
で
は
同
一
で
あ
る
も
の
の
、
制
札
は
当
日
に
は
発
給
さ
れ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

後

日
別
儀
な
き
旨
の
家
老
書
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（
八
月
二
十
三
日
）
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
本
勝
寺
側
の
対
応
が
信
長
の
入
部
に
起
源

を

持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
正
三
年
に
は
同
時
に
武
藤
宗
右
衛
門
舜
秀
が
敦
賀

郡
代
と
し
て
入
部
し
て
お
り
、
信
長
に
対
す
る
饗
応
は
新
代
官
に
対
す
る
御
礼
の
意

味
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
後
は
こ
れ
を
先
例
と
し
て
、
各
領
主
に
対
応
し

て

い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
発
給
さ
れ
た
と
す
る
禁
制
は
現
存
し
な
い
が
、
大
谷

吉
継
発
給
の
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
禁
制
が
永
建
寺
に
残
る
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
『
本

勝
寺
歴
譜
』
の
記
事
は
妥
当
性
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
敦
賀
内
部
の
法
華
宗

寺
院
は
相
互
が
近
接
し
た
場
所
に
あ
り
、
同
様
の
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
命
脈

を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
法
華
の
諸
寺
ー
本
勝
寺
、
本

妙
寺
、
妙
泉
寺
、
妙
顕
寺
、
長
遠
寺
の
各
寺
は
近
世
を
通
じ
て
「
年
始
御
礼
」
に
参

　
　
　
　
（
4
2
）

勤
し
て
い
る
。
本
国
寺
流
の
大
乗
寺
が
寺
領
を
移
さ
れ
、
年
頭
の
礼
に
も
参
勤
し
て

い
な
い
事
実
と
好
対
照
と
い
え
よ
う
。

お

わ
り
に

　
以

上
、
本
稿
で
は
敦
賀
鋳
物
師
地
区
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
中
世
後
期
の
石
造
遺
物

の

調
査
報
告
と
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
敦
賀
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
展
開
に
つ

い
て
考
察
し
た
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
鋳
物
師
地
区
の
み
の
調
査
で
あ
り
、
小
型
石
造
物
が
松
原
一

帯
に
分
布
す
る
事
実
を
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い

る
。
題
目
を
持
つ
石
造
物
が
近
隣
の
地
域
に
多
く
分
布
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

点
よ
り
は
面
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
法
華
信
仰
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
中
世
後
期
を
通
じ
て
存
在
し
た
大
乗
寺
の
没
落

と
、
敦
賀
に
お
け
る
他
の
法
華
諸
寺
院
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
論
じ
て
み
た
。
当

該
期
の
日
蓮
宗
諸
門
流
は
教
義
解
釈
上
の
問
題
等
で
別
組
織
と
見
な
し
て
も
よ
い
ほ
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ど
の
独
自
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
門
流
、
諸
派
の
法
華
宗
諸
寺
院
は
混
同
し

て

捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
特
に
都
市
と
の
問
題
を
論
じ
る
際
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
法
華
宗
は
し
ば
し
ば
信
者
に
有
力
な
商
工
業
者
を
持
つ
が
、
門
流
と
の

関
わ
り
か
ら
も
論
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
の
関
心
か
ら
い
え
ば
、
本
国
寺
流
で
あ
る
大
乗
寺
も
、
日
像
流
で
あ
る
妙

顕
寺
、
本
勝
寺
な
ど
の
諸
寺
も
応
永
初
年
度
の
開
基
と
石
造
物
造
立
と
い
う
点
で
は

共
通
性
を
持
つ
が
、
新
た
に
入
部
し
た
領
主
に
対
す
る
態
度
に
差
異
が
み
ら
れ
、
明

暗
を
分
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
今
後
法
華
宗
の
北
陸
へ
の
展
開
を
考
察
す

る
際
に
朝
倉
氏
と
の
関
わ
り
の
中
で
よ
り
詳
細
に
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て

い
る
。

　
徴
証
と
し
て
で
あ
れ
、
反
証
と
し
て
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
題
目
を
持
つ
石
造
遺
物
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

鋳
物
師
と
の
関
連
か
ら
も
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
地
区
の
中
心
的
寺
院
は
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

通
寺
（
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
）
に
な
っ
て
い
る
点
、
題
目
を
持
つ
石
造
物
が
永
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

寺
付
近
な
ど
よ
り
広
範
な
地
域
に
見
ら
れ
る
点
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
中
世
ま
で
遡

り
う
る
文
献
史
料
が
管
見
の
限
り
で
は
見
ら
れ
な
い
点
な
ど
を
考
慮
し
て
、
ひ
と
ま

ず
考
察
は
差
し
控
え
る
こ
と
に
す
る
。

［付
記
］
本
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
か
ら
ご
教
示
ご
協
力
を
得
ま
し
た
が
、

な
か
で
も
東
京
女
子
大
学
教
授
水
藤
眞
先
生
、
敦
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
課
社
会
教

育
指
導
員
橋
詰
久
幸
氏
、
同
文
化
財
調
査
員
川
村
俊
彦
氏
、
鋳
物
師
町
区
長
の
野
田

正
夫
氏
、
長
老
の
柴
原
幸
一
氏
に
は
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
修
士

課
程

（当
時
）
の
阿
部
能
久
氏
の
協
力
を
得
、
図
版
の
整
理
全
般
に
つ
い
て
は
木
戸

邦
子
氏
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
は
一
九
九
七
年
度
鈴
渓
学
術
財
団
奨
学
金
に
よ
る
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

註（
1
）
　
本
論
の
目
的
は
板
碑
を
利
用
し
た
中
世
都
市
敦
賀
に
お
け
る
市
井
の
信
仰
形
態
の
解
明
に
あ

　
　
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
さ
し
て
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
服
部
清
五
郎
（
清
道
）
氏

　
　
に
よ
る
『
板
碑
概
説
』
（
鳳
鳴
書
院
刊
、
一
九
三
三
年
、
の
ち
角
川
書
店
よ
り
復
刊
、
一
九
七
三

　
　
年
）
の
中
で
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
　
以
下
特
に
註
記
は
し
な
い
が
、
本
書
の
用
例
か
ら
多
く
の
知
見
を
得
た
。
敦
賀
市
鋳
物
師
区

　
　
に
つ
い
て
の
専
論
に
は
池
田
錨
七
著
『
鋳
物
師
集
落
史
』
（
敦
賀
市
鋳
物
師
町
老
人
ク
ラ
ブ
編
、

　
　
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。
本
書
は
願
通
寺
御
住
職
よ
り
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
3
）
　
鋳
物
師
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
「
敦
賀
鋳
物
師
と
河
瀬
甚
右
衛
門
」
（
敦
賀
市
史
編
さ
ん
委
員

　
　
会
編
『
敦
賀
市
史
』
通
史
編
上
巻
、
第
五
章
第
二
節
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
4
）
　
敦
賀
町
図
の
最
古
の
も
の
は
私
立
敦
賀
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
「
敦
賀
町
図
」
（
市
指
定
文
化
財
、

　
　
成
立
年
代
不
明
）
で
あ
る
。
題
箋
に
「
越
前
敦
賀
の
図
　
元
禄
時
代
」
と
あ
り
、
図
中
建
造
物

　
　
の
比
定
か
ら
成
立
期
は
ほ
ぼ
元
禄
期
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
敦
賀

　
　
市
域
は
笙
ノ
川
沿
岸
が
西
限
で
あ
り
、
笙
ノ
川
よ
り
西
の
地
域
は
詳
し
く
は
記
さ
れ
て
い
な
い

　
　
（
敦
賀
市
教
育
委
員
会
編
『
図
録
　
敦
賀
の
文
化
財
』
一
九
八
八
年
）
。
市
街
域
の
規
模
は
地
図

　
　
1
に
示
し
た
よ
う
に
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
不
変
で
あ
る
。

（
5
）
　
第
四
編
社
寺
古
蹟
第
三
章
古
蹟
の
項
参
照
。
『
敦
賀
郡
誌
』
（
福
井
縣
敦
賀
郡
役
所
編
、
一
九

　
　
一
五
年
）
は
の
ち
臨
川
書
店
よ
り
復
刻
版
（
一
九
八
五
年
）
発
行
。

（
6
）
　
梅
原
末
治
「
越
前
敦
賀
郡
の
遺
蹟
遺
物
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
巻
第
八
号
、
お
よ
び
第
六

　
　
巻
第
四
号
、
と
も
に
一
九
一
五
年
）
。

（
7
）
　
「
越
前
・
若
狭
の
石
造
美
術
」
（
『
日
本
海
域
の
歴
史
と
文
化
』
、
一
九
七
九
年
）
。

（
8
）
　
橋
詰
久
幸
「
敦
賀
市
の
小
板
碑
」
（
『
敦
賀
市
史
研
究
』
二
号
、
一
九
八
一
年
）
。

（
9
）
　
水
藤
眞
・
黒
崎
文
夫
編
「
敦
賀
鋳
物
師
の
小
型
板
碑
」
（
一
乗
谷
研
究
会
『
一
乗
谷
史
学
』
別

　
　
冊
七
号
、
一
九
七
九
年
）
。
六
七
点
（
現
存
を
確
認
）
の
石
造
物
に
つ
い
て
主
に
拓
本
で
形
態

　
　
を
示
し
、
デ
ー
タ
を
所
載
す
る
。
本
文
に
は
「
写
真
で
の
報
告
は
後
日
検
討
し
た
い
」
と
あ
る

　
　
も
、
未
だ
報
告
は
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
水
藤
先
生
の
了
解
を
得
た
上
で
調
査
を
行
っ
た
。

（
1
0
）
　
表
に
あ
げ
た
石
造
物
の
番
号
は
全
て
写
真
版
の
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。
但
し
銘
文
を
記
す

　
　
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
「
口
絵
」
で
取
り
上
げ
、
形
式
上
の
指
標
と
な
る
作
例
に
つ
い
て
は

　
　
「
指
標
石
造
物
」
と
し
て
示
し
、
残
り
は
一
括
し
て
後
掲
し
た
。

（
1
1
）
　
重
要
な
石
造
物
の
中
に
は
重
複
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
も
あ
る
。
写
真
版
は
原
則
と
し
て
石

　
　
そ
の
も
の
を
示
し
た
が
、
拓
本
を
示
す
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
は
石
の
写
真
を

　
　
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
本
稿
の
資
料
デ
ー
タ
と
前
掲
の
先
行
研
究
デ
ー
タ
と
の
数
値
に
は
法
量
と
銘
文
の
二
点
に
若

　
　
干
の
差
異
が
あ
る
。
法
量
に
つ
い
て
は
本
調
査
で
は
時
間
的
制
約
も
あ
り
精
密
な
計
測
を
行
っ
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て

お
ら
ず
概
数
で
あ
る
。
ま
た
、
前
回
調
査
さ
れ
た
後
、
欠
損
な
ど
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
も

　
　

あ
る
。
銘
文
に
つ
い
て
は
完
全
に
再
読
し
、
そ
の
後
の
磨
滅
が
明
ら
か
で
、
文
脈
上
不
都
合
の

　
　
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
一
部
先
行
研
究
に
依
っ
た
。
併
せ
て
、
先
行
研
究
を
参
照
い
た
だ
け
れ

　
　
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
身
部
に
同
様
な
彫
刻
を
持
つ
た
め
、
板
碑
と
石
禽
の
区
分
は
困
難
だ
が
敢
え
て
試
み
た
。
寄

　
　
棟
状
の
屋
根
を
持
ち
太
く
側
枠
を
顕
わ
し
て
い
る
も
の
は
、
堂
に
合
祀
さ
れ
た
五
輪
等
・
笠
塔

　
　
婆
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
う
る
た
め
石
禽
（
石
造
り
の
建
物
、
祀
堂
）
と
し
た
。
こ
の
石
造
物
に

　
　
つ
い
て
『
敦
賀
郡
誌
』
は
堂
墓
式
と
し
、
橋
詰
氏
は
石
禽
式
板
碑
と
さ
れ
る
。

（
1
4
）
　
石
仏
に
屋
根
が
付
く
場
合
に
石
仏
と
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

　
　

る
。
呼
称
に
つ
い
て
は
コ
乗
谷
の
石
塔
・
石
仏
」
（
水
藤
眞
三
乗
谷
史
学
』
第
五
号
、
の
ち

　
　
加
筆
修
正
の
上
、
福
井
県
教
育
委
員
会
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所
編
＝
乗
谷
石
造
遺
物
調
査

　
　
報
告
書
－
　
銘
文
集
成
』
一
九
七
五
年
、
『
絵
画
・
木
札
・
石
造
物
に
中
世
を
読
む
』
吉
川
弘

　
　
文
館
、
一
九
九
四
年
、
所
収
）
を
参
照
し
た
。

（
1
5
）
　
類
型
上
苦
慮
し
た
の
は
主
に
以
下
の
点
で
あ
る
。

　
①
寄
棟
状
の
廟
の
外
縁
部
（
額
部
突
起
）
が
山
型
の
上
部
に
刻
ま
れ
た
条
線
と
区
別
し
が
た
い
中

　
　
間
的
な
も
の
が
あ
る
。

　
②
箱
型
の
身
部
の
み
が
残
る
遺
物
の
原
形
が
如
何
な
る
形
態
で
あ
っ
た
か
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。

　
③
身
部
側
枠
が
し
っ
か
り
し
た
も
の
は
板
碑
型
・
石
禽
型
・
箱
型
の
区
分
が
微
妙
な
こ
と
。
な
お

　
　
こ
れ
ら
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
坪
井
良
平
氏
が
木
津
惣
墓
の
分
類
に
際
し
て
用
い
た
分
類
法

　
　
（
外
形
・
線
刻
、
額
縁
の
有
無
）
を
も
参
考
に
し
た
（
「
山
城
木
津
惣
墓
墓
標
の
研
究
」
『
考
古
学
』

　
　
一
〇
…
三
、
一
九
三
九
年
）
。
他
に
縣
敏
夫
「
板
碑
に
み
る
近
世
墓
塔
の
源
流
」
（
『
日
本
の
石
仏
』

　
　
四
一
、
特
集
　
墓
石
と
供
養
塔
、
一
九
八
七
年
）
、
坂
詰
秀
一
「
中
・
近
世
墓
標
研
究
の
回
顧

　
　
と
課
題
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
八
八
、
↓
九
八
八
年
）
、
谷
川
章
雄
「
近
世
墓
塔
の
分
類

　
　
と
編
年
」
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
一
〇
哲
学
史
学
編
、
一
九
八
四
年
）
、

　
　
同
「
近
世
墓
標
の
類
型
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
八
八
、
一
九
八
八
年
）
、
朽
木
量
「
近
世

　
　
墓
標
の
形
態
変
化
と
石
材
流
通
ー
淀
川
・
木
津
川
流
域
を
中
心
に
ー
」
（
慶
慮
義
塾
大
学
文
学
部

　
　
民
族
学
考
古
学
研
究
室
編
『
民
族
考
古
』
第
2
号
、
一
九
九
四
年
）
等
を
参
照
し
た
。

（
1
6
）
同
様
な
も
の
は
、
日
野
一
郎
「
塔
形
を
あ
ら
わ
し
た
板
碑
」
（
坂
詰
秀
一
編
『
板
碑
の
総
合
研

　
　
究
』
1
総
論
編
所
収
、
柏
書
房
、
↓
九
入
三
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
世
前
期
の
比

　
　
較
的
古
い
も
の
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
「
丹
後
の
板
碑
」
（
上
・
下
）
（
『
史
　
と
美
術
』
第
八
・
九
号
、
一
九
三
三
年
）
。
「
南
無
妙
法
蓮

　
　
華
経
と
書
い
た
板
碑
や
五
輪
塔
は
澤
山
あ
る
。
嘉
吉
、
寛
正
、
長
禄
あ
た
り
の
在
銘
の
板
碑
は

　
　
石
川
の
慈
観
寺
、
府
中
の
妙
立
寺
、
宮
津
の
如
願
寺
そ
の
他
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
1
8
）
　
題
目
を
記
す
板
碑
に
つ
い
て
は
、
千
々
和
實
「
中
世
民
衆
仏
教
普
及
の
実
態
」
（
『
日
本
歴
史
』

　
　
三
三
七
号
、
↓
九
七
六
年
、
の
ち
『
板
碑
源
流
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
第
二
編

　

板
碑
文
化
の
展
開
、
に
再
録
）
に
「
日
蓮
宗
板
碑
」
と
し
て
主
に
関
東
の
板
碑
に
つ
い
て
、
ま
た

　
　
石
村
喜
英
「
題
目
・
名
号
・
十
三
仏
板
碑
」
（
前
掲
『
板
碑
の
総
合
研
究
』
）
に
⊃
、
題
目
板
碑
」

　
　

と
し
て
例
示
す
る
も
、
本
稿
で
例
示
し
て
い
る
小
型
の
も
の
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
1
9
）
　
天
岸
正
男
「
板
石
塔
婆
の
一
形
式
」
（
『
史
　
と
美
術
』
第
三
九
四
号
）
。
氏
の
所
引
に
よ
れ
ば
、

　
　
禽
型
の
石
材
に
宝
医
印
塔
を
二
塔
並
べ
た
例
で
は
「
大
澤
池
宝
箇
印
塔
碑
」
（
川
勝
政
太
郎
著
『
石

　
　
造
美
術
』
京
都
美
術
大
観
、
所
収
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
い
る
。

（
2
0
）
　
山
型
の
上
部
の
有
無
、
上
部
の
切
り
込
み
、
廟
状
の
厚
み
の
有
無
を
中
心
に
分
類
を
試
み
、

　
　
一
〇
の
形
式
に
分
類
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
前
掲
『
板
碑
概
説
』
（
四
九
六
頁
以
下
）
。

（
2
2
）
　
前
掲
『
板
碑
の
総
合
研
究
』
（
2
地
域
編
、
一
八
七
頁
）
「
中
部
地
方
　
4
石
川
県
」
所
収
の
第

　
　
一
三
図
に
み
え
る
「
五
輪
双
式
板
碑
」
（
鳳
至
郡
能
都
町
藤
ノ
瀬
）
は
鋳
物
師
所
在
の
偏
平
な
五

　
　
輪
を
刻
す
板
碑
に
酷
似
し
て
お
り
、
石
材
流
通
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

（
2
3
）
　
橋
詰
氏
前
掲
論
文
で
は
鋳
物
師
地
区
を
含
む
よ
り
広
い
地
域
で
の
編
年
が
示
さ
れ
て
お
り
、

　
　

こ
こ
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
結
果
が
示
さ
れ
て
お
り
、
永
禄
年
間
を
下
限
と
し
て
い
る
。

（
2
4
）
　
『
日
本
城
郭
全
集
』
（
第
六
巻
三
〇
六
頁
、
人
物
往
来
社
、
一
九
六
八
年
）
、
『
日
本
城
郭
大
系
』

　
　
（
第
＝
巻
四
二
八
頁
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。
一
部
報
告
書
で
笙
ノ
川
右

　
　
岸
に
図
示
す
る
が
、
敦
賀
城
の
位
置
は
「
慶
長
国
絵
図
」
（
松
平
文
庫
）
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、

　
　
笙

ノ
川
の
西
岸
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
五
巻
所
収
。

（
2
6
）
　
「
永
建
寺
文
書
」
（
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
所
収
、
一
九
七
九
年
）
。
寛
永
五
年
の
寄
進

　
　
状
に
は
四
至
を
示
し
た
も
の
が
あ
り
、
確
実
な
徴
証
と
な
る
。

（
2
7
）
　
「
日
蓮
宗
の
信
仰
」
（
前
掲
『
敦
賀
市
史
』
第
四
章
第
三
節
の
二
）
に
も
大
乗
寺
は
触
れ
ら
れ

　
　
て
い
な
い
。

（
2
8
）
　
前
掲
『
鋳
物
師
集
落
史
』
（
四
ー
二
本
泉
寺
　
大
乗
寺
、
の
項
）
。
な
お
こ
の
史
料
に
つ
い
て

　
　
は
原
本
・
写
真
版
な
ど
を
参
照
し
て
い
な
い
の
で
、
如
何
な
る
形
態
を
と
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
　
こ
の
系
図
で
は
九
代
に
妙
勝
院
日
暁
聖
人
が
み
え
る
が
、
本
国
寺
の
「
宗
門
正
嫡
相
承
之
次
第
」

　
　
（
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
所
収
『
竜
華
秘
書
』
雑
部
第
七
）
で
は
妙
勝
院
日
暁
は
第
九
世
で
あ
り

　
　
寛
永
年
間
以
降
に
存
在
す
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
「
聖
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
や
、
寂
年
が

　
　
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
錯
誤
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
9
）
　
京
都
本
囲
寺
蔵
日
了
上
人
本
尊
（
『
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
成
』
解
説
　
大
塚

　
　
巧
藝
社
、
一
九
八
六
年
）
。
日
了
に
は
他
に
応
永
二
十
五
年
五
月
六
日
付
「
信
仰
具
圓
師
之
衆

　
　
徒
↓
二
五
人
起
請
」
（
『
竜
華
秘
書
』
歴
祖
部
第
二
之
四
）
に
花
押
を
据
え
る
者
と
、
智
照
院
日

　
　
了
（
『
不
受
不
施
派
諸
師
書
状
』
）
な
ど
が
い
る
が
年
代
的
に
合
致
し
な
い
（
共
に
、
立
正
大
学
日

　
　
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
所
収
、
一
九
六
〇
・
六
一
年
）
。

（
3
0
）
　
一
八
世
紀
に
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
た
地
誌
『
指
掌
録
』
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
り
、
一
九
世
紀

　
　
に
成
立
し
た
『
敦
賀
一
目
鏡
』
で
は
円
隆
寺
が
抜
け
て
七
力
寺
と
な
る
。

（
3
1
）
　
た
と
え
ば
『
本
勝
寺
歴
譜
』
享
和
二
年
条
に
は
＝
、
同
年
歴
祖
惣
石
塔
建
立
」
⊃
、
同
年
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墓
所
井
戸
屋
形
再
興
」
な
ど
と
も
あ
り
、
応
永
三
十
四
年
条
に
あ
る
「
石
塔
在
今
」
の
記
述
時

　
　
点
か
ら
現
状
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
確
証
は
な
い
。

（
3
2
）
　
「
日
蓮
宗
の
題
目
石
塔
」
（
『
史
　
と
美
術
』
第
二
〇
八
号
、
一
九
五
〇
年
）
の
中
で
、
氏
は
「
日

　
　
蓮
宗
の
特
色
を
極
め
て
濃
厚
に
示
す
も
の
と
し
て
は
多
賓
塔
と
笠
塔
婆
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
3
3
）
　
板
碑
型
・
石
寵
方
の
石
造
物
は
「
逆
修
」
「
預
修
」
な
ど
の
文
言
を
刻
し
て
お
り
、
双
名
の
場

　
　
合
、
併
記
さ
れ
て
い
る
命
日
と
は
そ
れ
ほ
ど
隔
て
な
い
時
期
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
こ
の
点
で
こ
れ
ら
の
石
造
物
は
同
時
代
の
遺
物
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
3
4
）
　
櫻
井
甚
一
「
能
登
國
妙
成
寺
の
笠
塔
婆
」
（
『
史
　
と
美
術
』
第
二
七
五
号
）
。
以
下
本
稿
に
挙

　
　
げ
た
笠
塔
婆
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
（
図
の
番
号
は
櫻
井
論
文
の
も
の
）
。

　
　
a
康
暦
二
年
塔
（
第
三
・
四
図
）

　
　
　
正
面
に
は
題
目
、
背
面
に
「
康
暦
第
二
鞭
六
月
廿
七
日
讐
」
後
補
基
礎
正
面
に
「
第
二

　
　
　
祖
」
と
刻
す
。
塔
身
高
さ
二
尺
六
寸
五
分
巾
下
部
七
寸
二
分
、
上
部
五
寸
五
分
の
角
柱
状
（
同

　
　
　
石
材
の
も
の
さ
ら
に
一
つ
あ
り
）

　
　
b
応
永
廿
一
年
塔
（
第
五
図
）

　
　
　
正
面
に
題
目
背
面
に
「
応
永
廿
一
年
口
月
」
と
刻
す
。
塔
身
高
さ
一
尺
五
寸
、
巾
下
部
六
寸

　
　
　
五
分
、
上
部
四
寸
の
角
柱
状
（
同
石
材
の
も
の
さ
ら
に
一
つ
あ
り
）

　
　
c
応
永
珊
三
年
塔
（
第
六
・
七
図
）

　
　
　
正
側
三
面
に
は
題
目
を
刻
亥
背
面
に
「
慮
奔
三
年
齢
勤
，
」
と
刻
す
。
高
き
尺

　
　
　
三
寸
七
分
、
巾
四
寸
三
分
四
角
柱
状

　

　
d
日
立
塔

　
　
　
正
面
三
面
題
目
を
刻
す
、
背
面
に
「
日
立
」
と
刻
す
。
高
さ
一
尺
二
寸
、
巾
四
寸
八
分
の
正

　
　
　
四
角
柱
状
（
同
一
形
式
の
も
の
さ
ら
に
一
つ
あ
り
）

（
3
5
）
　
湯
浅
治
久
「
石
を
き
ざ
む
僧
侶
た
ち
ー
板
碑
に
み
る
題
目
の
意
匠
に
つ
い
て
i
」
（
市
川
歴
史

　
　
博
物
館
編
『
諸
職
と
道
具
』
一
九
九
三
年
）
に
は
下
総
を
中
心
と
し
た
題
目
意
匠
の
多
様
性
の

　
　
指
摘
が
あ
る
。
ち
な
み
に
鋳
物
師
地
区
の
笠
塔
婆
に
記
さ
れ
て
い
る
題
目
は
、
髭
の
長
く
な
い

　
　
書
体
を
持
ち
、
能
登
妙
成
寺
の
も
の
と
も
類
似
し
て
い
る
。

（
3
6
）
　
天
文
五
年
に
法
華
宗
徒
が
洛
中
を
追
放
さ
れ
た
際
に
も
「
日
蓮
牛
王
井
推
札
家
」
が
問
題
に

　
　
な
っ
て
お
り
、
隣
三
軒
は
槻
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
日
蓮
宗
徒
は
そ
れ
と
分
か
る
何
ら
か
の

　
　
指
標
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
「
「
天
文
法
華
の
乱
」
再
考
ー
「
山
門
大
講
堂
三
院
衆

　
　
議
条
々
」
第
一
条
の
検
討
を
中
心
に
ー
」
（
『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
第
四
号
、
一
九
九
七
年
）

　
　
参
照
。

（
3
7
）
　
法
華
宗
が
朝
倉
領
内
で
積
極
的
に
庇
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
記
す
史
料
的
徴
証
は
な
い
が
、

　
　
一
乗
谷
の
木
戸
之
内
か
ら
題
目
を
刻
む
石
造
物
が
相
当
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
事
実
な
ど
を
整
合

　
　
的
に
理
解
す
る
に
は
、
朝
倉
政
権
と
の
関
連
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ

　
　
い
て
は
別
稿
で
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

（
3
8
）
梅
原
末
治
氏
前
掲
論
文
（
第
五
巻
第
八
号
）
参
照
。
ま
た
同
第
六
巻
第
四
号
中
に
も
、
近
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
永
建
寺
墓
石
の
補
遺
と
し
て
「
更
に
敷
ヶ
前
松
原
神
社
に
通
ず
る
道
路
を
開
馨
中
附
近
よ
り
敷

　
　
基
の
碑
石
を
襲
見
し
て
前
記
小
堂
の
側
に
置
か
れ
あ
り
」
と
あ
る
。
町
内
古
老
の
お
話
し
に
よ

　
　
れ
ば
、
現
在
集
積
合
祀
さ
れ
て
い
る
石
造
物
は
か
つ
て
は
掘
り
起
こ
さ
れ
て
円
満
堂
の
付
近
に

　
　
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
3
9
）
　
天
正
二
十
一
年
五
月
十
四
日
付
大
谷
吉
継
判
物
（
「
道
川
文
書
」
）

（
4
0
）
　
『
敦
賀
市
史
』
（
史
料
編
第
二
巻
、
一
九
七
八
年
所
収
）
。
史
料
末
に
付
さ
れ
て
い
る
〔
解
説
〕

　
　
に
よ
れ
ば
、
『
本
勝
寺
歴
譜
（
上
・
下
）
』
は
下
巻
の
「
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
頃
ま
で
が
一

　
　
筆
で
あ
り
、
以
下
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
4
1
）
　
こ
の
後
は
正
保
二
年
八
月
四
日
に
同
様
の
儀
礼
が
行
わ
れ
、
当
日
に
先
例
相
違
な
き
旨
の
御

　
　
意
を
得
、
寛
文
三
年
八
月
に
も
酒
井
修
理
大
夫
忠
直
の
例
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
降
記
事
は

　
　
簡
略
に
な
り
、
宝
永
五
年
九
月
の
酒
井
讃
岐
守
忠
音
入
国
の
際
に
は
日
宋
が
登
城
す
る
と
い
う

　
　
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

（
4
2
）
前
掲
「
敦
賀
町
分
寺
社
」
（
『
指
掌
録
』
六
〇
）
。
な
お
御
礼
に
出
る
寺
院
が
多
い
宗
派
は
、
ほ

　
　
か
に
は
浄
土
真
宗
で
あ
る
。

（
4
3
）
　
鋳
物
師
地
区
の
題
目
を
持
つ
石
造
物
が
、
鋳
物
師
集
落
と
密
接
に
関
連
を
持
つ
と
い
う
中
世

　
　
ま
で
遡
り
う
る
徴
証
を
今
の
と
こ
ろ
得
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
但
馬
出
石
の
鋳
物
師
五
歩
一
氏

　
　
に
は
、
越
前
今
立
郡
五
分
市
村
の
松
村
氏
が
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
唱
え
な
が
ら
諸
国
を
転
々

　
　
と
し
、
但
馬
に
到
っ
た
と
い
う
由
緒
が
あ
る
。
五
歩
一
氏
の
菩
提
寺
の
経
王
寺
は
法
華
宗
寺
院

　
　
で
あ
る
が
、
も
と
真
言
宗
に
し
て
折
伏
に
よ
り
永
禄
年
間
創
立
と
い
い
、
墓
石
か
ら
も
五
歩
一

　
　
氏
の
移
住
が
近
世
初
期
よ
り
確
認
し
う
る
（
五
歩
一
敬
治
『
鋳
物
師
史
稿
』
非
売
品
、
一
九
八

　
　
二
年
）
。

（
必
）
　
前
掲
『
鋳
物
師
集
落
史
』
所
収
の
法
統
系
図
に
よ
れ
ば
、
「
初
代
よ
り
九
代
の
間
不
詳
、
浄

　
　
土
真
宗
と
な
す
。
十
代
不
明
ー
十
↓
代
秀
応
ー
十
二
代
秀
満
ー
十
三
代
明
玄
　
是
の
時
小
障
者

　
　
に
て
願
通
寺
亡
ぶ
べ
き
を
、
之
の
僧
再
び
相
続
し
て
元
の
如
く
血
脈
相
違
な
し
と
言
へ
り
ー
（
中

　
　
略
）
ー
十
五
代
龍
丹
　
是
の
時
代
木
像
御
う
ら
様
祖
師
　
蓮
如
上
人
、
大
十
七
高
僧
御
免
下
さ

　
　
る
。
寛
永
十
六
年
八
月
二
九
日
」
と
あ
り
、
難
解
な
個
所
も
あ
る
が
、
中
世
末
乃
至
は
近
世
初

　
　
期
か
ら
記
述
が
詳
し
く
な
る
。
題
目
を
持
つ
遺
物
が
永
禄
期
く
ら
い
ま
で
に
見
え
な
く
な
る
こ

　
　
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
寺
院
の
改
編
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
4
5
）
　
永
建
寺
隣
接
地
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
小
型
石
造
物
に
つ
い
て
は
一
九
九
八
年
七
月
に
調
査
を

　
　
終
了
し
、
近
日
中
に
報
告
の
機
会
を
設
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
非
常
勤
研
究
員
）
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　　　　　　指
、 　、　、標

板
碑
に

彫
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
（
五
輪
単
塔
　
五
輪
双
塔

笠
塔
婆
単
塔
　
笠
塔
婆
双
塔
）
、
外
型
に
よ
り
区
別
し
た
。

M
は

板

碑
・
石
仏
共
に
鋳
物
師
の
も
の
（
表
1
・
2
）
で

あ
る
。

イ
～
ケ
の
類
例
は
、
本
文
中
（
第
1
章
第
2
節
）
で
示
し

た
。 石

造
物
（
細
分
類
）

へ板碑No．40 ハ板碑No．11

◎
五
輪
塔
型
（
イ
～
カ
）

ト板碑No．15 二板碑No．19 イ板碑No．2

チ板碑No．7 ホ板碑No．107 ロ板碑NoJ2
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ヨ板碑No．44

◎
笠
塔
婆
型
（
ヨ
～
ソ
）

ヲ板碑No．28 リ板碑No．24

タ板碑No．17 ワ板碑No．26 ヌ板碑No．60

レ板碑No．37 力板碑No．68 ル板碑No．64
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ラ板碑No．80 ツ板碑No．4

◎
そ
の
他
（
ツ
～
ム
）

ソ板碑No．35

ム板碑No．10

ぴ蓑

鷲
璽
、

ネ板碑No．65

ナ板碑No．49
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讐講鐸子
　　　　蕊11㌦〉

　ヤ石仏No．23

マ石仏No．20

89

ケ石仏No．46

畷．

ノ石仏No．51

雛

オ石仏NoJ5

ク石仏No．1

ウ石仏No．35

◎
石
仏
（
ウ
～
ケ
）

　

n
蜜

郷
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ふ
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、
談
鐸
ン

　
　
ヨ
ぴ
　
ヌ
　
ま
タ
ィ
　
ゴ

　
　
鐸購
欝

　
　
　
㌧
〉
／
㌔
肖
窯
〆
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．

田隔仏石いし等にム
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、

板
碑
・
石
仏
の
順
を
基
本

　
と
し
た
。

、

重
要
な
も
の
は
口
絵
等
に

　
前
掲
し
た
。

、
図
版
の
都
合
ヒ
全
体
が

　
写
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ

　
る
。

鋳
物
師
板
碑
類

板碑No．24 板碑No．18 板碑No．9 板碑No．5（ll：面）

板碑No．25 板碑No．20 板碑No．13 板碑No．5（右側面） 板碑No．1

板碑No．26 板碑No．21 板碑NoJ4 板碑No．5（左側面） 板碑No．3

板碑No．27 板碑No．22 板碑No．16 板碑No．6 板碑No．4（左側面）

板碑No．29 板碑No．23 板碑NoJ7 板碑No．8 板碑No．4（右側面）
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板碑No．51 板碑No．46 板碑No．42 板碑No．35 板碑No．30

板碑No．52 板碑No47． 板碑No．43 板碑No．36 板碑No．31

板碑No．53 板碑No．48 板碑No．45（正面） 板碑No．38 板碑No．32

板碑No．55 板碑No．49 板碑No．45（左側面） 板碑No．39 板碑No．33

　　　：ペジ，

板碑No．56 板碑No．50 板碑No．45（右側面） 板碑No．41 板碑No．34
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板碑No．77

板碑No．78

板碑No．79

板碑No．80

板碑No．81

板碑No．73（右側面）

板碑No．74

板碑No．75

板碑No．76

　・蕊　．

板碑No．76（拓本）

板碑No．69

　　板碑N◎．70

　頴鍵藻

　　　　　灘

妻肇1葦1

繍装癬。．

板碑No．71

板碑No．72

板碑No．73（正面）

板碑No．64

　板碑No．65

　　1灘裟　ヨ
　ぷジ骸叉㎏　ぷ
　　ぷ変　　蕎　　　　　　　　　　　　　　杉

　　　ン　　　ぽげぽ　

　膓　．
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The　Development　of　Hokke　Sect　in　Echizen：ANote　on　Small　Stone　Structures

inτUmga　lmoli　District

FURUKAWA，　Motoya

Anumber　of　stone　structures＿stone　tablets，　stone　tower　gravestones，　and　Buddhist　images＿

have　been　fbund　in　Imoji　district，　Turuga，　Echizen．　The　majority　of　them　are　excavated，　their

dates　ranging　between　Kouji　3　to　Ouei　32．　Based　on　the　survey　of　these　findings，　this　paper　first

presents　the　details　of　the　stone　structures，　and　then　analyzes　the　historical　background　of　their

construction　in　the　second　section．

　　　The　first　section　of　the　paper　reports　the　details　of　the　Imoji　stone　structures．　These　stone

buildings　characteristicany　contain　engraved　Gorin（a　grave　stone　composed　of　five　pieces　pUed

up　on　top　of　one　another）and　Kasatoba，　often　being　made　into　a　d皿ble　tower　structure．　The

Buddhist　text　of“Na－m・myo－hou－ren－ge－kyo”is　also　engraved　onto　them．　Since　the　years　of

manufacture　are　often　encoded　hl　the　text，　the　chronology　of　the　stone　buildings　can　be　estab－

lished　fOr　at　least　130　years．　Kasatoba　appears　first，　fOllowed　by　the　stone　towers，　and　then　the

stone　tables．　Considering　the　fact　that　the　stone　structures　contain　Buddhist　texts　and　that　I（a－

satoba　is　the　hallmark　of　the　Hokke　sect，　the　presellce　of　these　stone　buildings　indicates　the　ex－

pansion　of　the　Hokke　rehgion　in　this　area　during　late　Medieval　era．　However，　due　to　the　war，　the

city　of　Turuga　does　not　possess　medieval　historical　texts　that　could　document　the　historical

background　fbr　the　construction　of　those　stone　structures．

　　　The　second　section　of　the　paper　analyzes　the　Hokke　sect　at　Turuga　du亘ng　late　medieval　era

based　on　the　current　distribution　of　stone　buildings　and　a　few　remaining　histo亘cal　texts．　The

study　proposes　the　significance　of　the　Hokke　denominations．　The　Hokke　sect　at　Turuga　has　two

main　schools，　namely，　Rokujo（Honkokuji）and　Sh茸o（Myokenji，　Nichizo）．　The　stone　bundings

fbund　in　Turuga　belong　to　the　DaUoji　temple，　which　belonged　to　the　Honkokuji　school．　The　Dai－

joji　temple　has　long　been　abandolled，　whne　other　temples　belonging　to　the　Sh巧o　school　are　stin

in　place　at　present．　The　study　concludes　that　the　decline　of　Hollkokuji　school　resulted　from　the

coUapse　of　the　Asakura　clan　and　the㎡se　of　Oda　clan　who　conducted　the　rearrangement　of　set・

tlements　and　abolished　the　dual　denominations　in　the　Turuga　region．
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